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U君国の等●●設家、た：●試め合灸国字験科、●格科合補汁●（．以格訊駐,0下寧字お対0%sの簑よ．9)や維びの3.学環持槙●字科●紐・科(）向試9、） 上験

’・・ 直●•整火"学学干代科科 ： ： ： 0 0 0 ・・・ 柔看-・整贔ヽ学学・科科 . ： ： u 0 0 叫リりエ問宕とンテ国討ー家駐試シに験対ョンに向る意て9ナ妍て識3のを、高ガ41v引●持きa子絨・ |祈るらi、国家試験合格率の年生を対象と き｀国 宰の 戸雑待・；向＊上国家試験合格寧の 戸維持・i向:上口の家た試験合格寧の

虞詈藍；
のため、補講およ め｀補講およ 雑持・向上のため、補諜およ

のび10桟観0%紐●9試9目.験●等：．合同格●●＂駐対棗 のびl0氾継0%●続)ド（目.騎標等：、合国格家寧試験対策 のび10槙観0%続●）試［目．験●等：、合国格家•拭験対策

I ●持家・試向験上合格●の維

認言□
団者）．ごは早期開始（成績上位

。
各学わける教会．れた員発、と研がこ表学究ろを生、目9この一指●状年手し況生てでの研をき見一究るな学名をがが始生3めぱら.●た少4．なき年か日い次け々のののがる全●現よ日●状う本心でに鍼掛追あ灸 〇引始鍼（き成紐灸績学ま上科位卒者業）．研究の早期開

鍼灸字科：△

けのににた・．鍼が興るは現研味灸よこ学状究のうを心科で9持よこ掛非あつう：各常けるなよ．学教たにうが興生員にしが研か味が詣学究導をさし生3持にらし年着のっ「たこ扱状手て研い期●．況で究で手やをき卒見す大る●字学なる研学が生院究生はでらに●少がの入な増研きる究かいえ際

〇鍼灸字科

／ ／  ／／  ／／  成究．閲●上欲位向者上のに対たすめのる施研

引始fき岱紐楕きH、立卒者業）．研究の早期•
， 

0活ア認ア底．の用ク3ド学テ設バに定科イィよザブる（ーポア●ー●ラにー不タよル良るト学の指メー生●出欠ルへの確） の徹

．・・ 鍼柔●灸整積学学学科科科 ： ： ： ＠ c 0 
．鍼灸学科； ◎ ．鍼灸学科 |0引き3学科 03学科 03字科 03学科

0引ルのき3学絞出科欠き＊確聾アクティブポータ ・柔舷学科： ＠ 謂覇終了後に各教員が出欠席を入れたことによりア 線き、アクテイプポータ 引き紐き、アクテイプポータ 引き続き、アクティブポータ 引き紐き｀アクティブポータ

の設定（アラー ・肴該学科： ◎ 

冨；；；：
ルの出欠確認の設定（アラー ルの出欠硫認の設定（アラー ルの出欠確認の殺定（アラー ルの出欠藉誌の設定（アラー

●るト学指メー生導ルへの）の●活ア底用．ドにパよイザる出ー席に不よ 良るト学指メ導ー生ルへの）の●活ア底用．ドにパイよザるー出席に不よ 良ト学メー生ルへ）の活ア用ドにバよイザる出ー席に不よ
トメール）活用による出席不 トメール）活用による出席不
良学生へのアドパイザー「：：よ 良学生へのアドバイザーによ

る指導の歎庭． る指導の徹底． る指導の徹底・

， 出る欠出席席管不理良者の●へ●の指に導よ

教育研の究向等上の買 基検礎証学力の強化と

出指が行・●席導状っ謹不に況た学．良つをμ学把い生て●へ9し9の、、アア必●ドド時ババイイ、ザザアーード学バに年よイザるリ指ーー導ヘダーのを徽の助底教言員を

ザ力把＇●ザのー●●に● よる、学生の
・・・ 鍼●看整騒灸学学学科科科 ： ,： 0 • 0 

，鍼灸学科： ◎ 鍼灸学科
|U引3き学続科き` アドパイザー1：：よ

03学科
戸引き学続科き． アドパイザー1：：よ

53学科

0引る、3き学学続科き生`のアドバイザーによ 柔整学科：◎ 各字年1：：アドバイザーを置き、アクティブポータル 引き続き、アドパイザーによ 引き続き、アドパイザーによ

学力把樫の徴底． ・設学科：＠ の利用や当該学年の科目担当者｀教務諄、学生謀、 る、学生の学力把樫の歓底． る｀学生の学力把糎の徽底． る、学生の学力把罹の熟底． る喩学生の学力把視の徴底．

I 学パ力イ把ザ●ー●の●ための充のア実 ド

伯応3じ学ロた科改薔．ニ；；踪 碩●・整設森学字マ科科 ：：： ＠ ＠ ◎ o対及引応きびa学続必し要科きた、カに社応リ会キじ情ュた勢改ラのム善変．の化検討に
．鍼灸学科： 0 ・鍼灸学科

|0引き3学紐科も社会情勢の変化に
国学社

|0引き3学紐科ま社会情聾の変化に
呻 i

・・ 柔看整籟学学科科：： ◎ ◎ 
前年度からの継統検討事項である、入学生の増加1:: 引き続き員社会情勢の変化に 引き続き、社会情勢の変化に
伴う、卒案研究のあり方、について令印元年度10月 対応した力 lJキュラムの検討 対応した力<Jキュラムの検討 対応したカリキュラムの検討 対応したカリキュラムの検討

及び必要に応じた改善． 及び必夏に応じた改善． 及び必要1：：応じた改吾． 及び必屡に応じた改善．

新評（呑伍た設な字カ科リ追キ加ュ）ラムの革入と

5 カび改リキ善ュラムの検討及
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戸持講の茄授稟；強内化容の9こ検向討け．た●●

l@ 
|22の礎00授竿9989●力年年をの度度向9前か年上半ら生をに斯か行斯力らうカ1導J予キリ入定キュし．ュう、ム9少ムか人改ら数定．グゼのル●ミー●ナブーをに終ルよ形える．式基 礎-1．-学の-2年-実力生の施・●．向.. 合上科の目た化めにのよ●る●基特 '̀' ●カのを99向年年上度生を鋲か目カら指リ●しキ入たュし．ラ、ム少か人ら数、グゼルミーナブ・ーにルよ彩る式●の●授学 |V引化め●•,きにのm続教よ●きる、基●礎月9-学の2年実力生施の●向及●上び科の評且た 匹化め..にのよ五●る？基h人礎瓜9-学の2年実力生施の融向及合上び科の評"た |霜化め.の.に芯よ教●る？基特礎講9-学の2年実力生の施融向及合上び9の評祖た l菰;ぶ'1-2年生融合科目化による基礎学力の向J:のた

； 教カ表の特強講化による基礎学

めの教衰特講の実施及び評

●, 

鬱
法学字敦ら●科科育な●の共改いの璧通革．改ののを正1誌時9い越武に伴去と9：いな●り耽共れら胄通なる●1かよ斗●目っうFののたD，見検で直討較碍，●●し●委をし●行員て会う●い●のはか●になじ合めしけわ全たれせが体ば，．でな3 

髯：
作『教会学を3マ回ネ実ジ施メント 軟育の買の向上」 を.,.ーマにFD研

〇①00引たに直立リ 敦体、アさっし●学●籟務系歓た●を●生●”実的胄キ胄さ●が軟、輝な徳のャ主と育敦．櫂充リ体しと実胄のア的て専紐．影を長に門実絞成期学歓施的が的ぶ育すなで姿ピが"るき勢ジ連•とるや●動とキ·科ンし見ャも学に G〇⑦③3たに直立リ9五●．9っアし医学軟藉桟累教た教を●生賽R実的育キ育9●が軟鰈．な諷のャ主と育穀程充リ体しと実冑のアて的専総．形を長に門実籟成期学教●的が的ぶ育すなで●ピが9るき9ジ●連価とるやョ動とキ・科ンし見ャも9学こ O① ②0弓た9直立リこ9敦体．9っアし医竿●務績系教た●を生●●諜実的育キ育9●が●＂.な施のャ主と胄~教覆充リ体しと実育のアて的専●形．を長9門ゴ実絞成期●教施的が的ぶ胄すなで姿ピが＂るき勢ジ遺・とるやョ動キと・科ンし見ャも学に 〇q3たに9）牧体．9●籟務系散●鰈的●,●.罪な育教揖と育の専継を門実続教施的育すなが評る連価と動と・し見も
， 学教部膏の内充容実の評を価意図した

②0直立リアっし医学た敷を豊生実キ宵織が嵐ャの主と充リ体し実アて的形．長に成学llllが的ぶで賓ビきジ勢るやョキ科ンャ学1: 

的夫●や肴●●を力胄法むたの改めの•授•鑽内容のエ 的夫思や考指導を育方法むたのめ改の詈．授菓内容のエ 的夫思や考指導を育方法むたのめ改の善．授業内容のエ 的思考を冑むための授II.内容のエ
夫や指珊方法rlJ改曹．

戸●の字実育務鰈施◆郎"の（大謎叫学桟院的）な評':匹?・見t翌直し .0 • 野●9●』●●●を研統●ヌ合●Mし・、管では慣江、＋帽；とjr.nマ泣』ネhジ9こ漬メ阿学編ン分ト(●の20J●19求と年を度t可．か級熊ら奮と謁●す行学る） 分
如・と学と・務見も部直に•·し9：大•の元ユ•実".. 9 程の叫随＂的な• 0 看．9貞』看ギ謹を研統●決合●Hし・で．管．は江．． -"・;と.」.．nマ．』ネ9ジに9再田メ-編ン.；ト•IのI9探求とをi 可●該筋●と哩す学る分

旱・と学と・見務も直に．し散のギ●爽阻●曲嵐1程―の辮如籟的な"
Q引●•と字●きと・●絨見しも郎た直さ巳、●し9大専系●の学門的●実院●科な嵐9 ●捏目●のと●共を実通絨科篇的すな目"がる

饂・と学と・務見も直に、し（大軟の＃冑実院課;調。9 i●mの●●m的な"
5 冶通（大云院9
引き峡き.専門科目と共通科目が

連動した体系的な教冑の組を実統臆的すな評る

， 大た学教院育の内充容実の評を意価図し

償とと・見も1直二．し較の実育諜施讐程

各なま取郎かずり組署は，，~．たみ岨．全と学識しが的て賓実な誼マ行的ネしに連携・協力して蛋存するには至ら
弓0期辿93符9.学紐す..  科9る、役が割本を学常のに教意育識研し究な活が動「こ

引0地3き域学続社科さ会`  3|さ紐き・ 引き妖さ`

ジて，，，いンかなト体It計ればを再な構ら馘ないし．`  全学的な が本学の歓冑研究活動に C期ら地8符`域学舷す杜科る冑傘役組が割織本のを学常見のI直二教意し育識や研教し究なll活がが動1:
0地3域年社科会が本学の教冑研究活動に

常に意識しなが
期ら待喩す教育る役組割織のを見常に直意し識や教しな員がの速

記
期ら待喩す教育る役組割織のを見直しや散員の石 ｀ の沼

正〇配敦置務鰈を●訂． 正〇配敦●置課を検討・ 正〇配牧置●●を●討．

Oなカのさ●せ充●ルど●●●際るテに●た文ィ・よ強淀内め・る容化セのデ相組．ンィ互・方織ペ9粁滋的-ロ●をなッや改政ブ●善組メ●ン・の'向"実ト上）● 0なカの'●せ充国ルど●●実際るテビ●た交ィ・よ憧液内め・る容化セのデ相組．ンィ互・方織ペタ評法的ーロ価をなッや改取ブ研善●メ●ン・の9向フ実ト上） ァ● Oなカのさ●せ充●ルど●穫実●るテに賞た文ィ・よ捻慨内め・る容のテ化セ旧組ィン・互方織ベタ評法的ーロ価なをッや改取プ●閉善メ●ン・の（向フト実上ァ9 掬

教育研の究向等上の費 基礎学力検の証強化と
9●3ガ学す生るの全受学入的れなや支字●生●の割海を外這●● 9●こ灼●す生るの全受学入的れなや史学●生●の割●を外撞●学 に●対学す生るの全受学入的れなや支字揖生体の制●を外●●学

化〇9図．図●●言●館鎗●の9舘C活内用環し墳たの●●●●●や●．9'"充 化〇を図．図積言●●鱈餌的のに鵡活内用●し墳たの学整●●●や●．を"充 化〇を●．図積●言極鵡館的のに誼活内用●し●たの字●●備●や境．を'"充

化．

討象の・・＇●"9大如と9●●字兄でし利●陳仇さた用●な点F：● か大1をO紐●学研っ：床院峯●た修研．●生●し究たののをの，評研●動価究●向法制し」度に間する制度についての検

〇図日館

i 教育の実施体利 の専門住を寓めるために、
を図●官●館●の9館こ活内用環し境たの●整●●`や墳、を9C充9 

たr：．ついて大学院生敦員を対

翫曇鬱
実〇的●ま●評す9た●ゴ員●評、るのの●能た●そ●め●すの力力口●＂●るや組制●●稟む度●や績，の●●を導に冑公入基の平づ胃をか検的いつ討て向客'會上禎

0高研を体^促大制究め十す学指るの胎仕院改導たし組善めをはみ・実9、この•努施専~●究め攻入●、分●細を野検ややの敦討か専．育な門支教性援育を

〇る必検情晏討春性11のセや開ン期タ始待ー．される効果に関す 0 

璽言
O無潤線葦I、・9有検セ線討ンLタをAー引Nのき整続備き行に閲う．する 5 セ2行0スっ20ポた年．イ度こに中に.基.幹すネるッ具ド体]----,的なの案更を新策及定びし無、予線＃LA申Nア●クを

〇字使●トワ情内用学ーす1可時ク9セべ．（よ有ンりて線使タのL用ー施AしN設て)のでき整力た備無●完●●了LネA．N ッ

〇整備液したて効果の検証．
〇情●センタ

検画証の結検討果．に基づいた次期整傭9t

） 学パー生レのスPC化必の携撞可進．ベー

〇必る訓情要葦報性のセや実ン期タ施待ー．される効果に関す 0 R●委で員きな会しに消よさる生学に●対行し支●援●が査必の要結な果こをと分が祈示K●さ授れ至た百．蓮―5必る検情要討報性のセや開ン翔タ始待ー．される効果に関す 0 
2020年3月よりサ稟隔授業の検討を行った． 改殷古5 〇帷センタ |V'III授業I収Iiセ録ン・配タ信を本格稼慟の開 じ情●センタ

授試験秦収的録に実・配施信．を一部の授●で 授実●施．収録配信の検証と整僅の
効果を検証し次期整備計画の

I ●や効●果収の録検・配証信実の施必要性
始． 検討開始．

戸テ教ン職ツ●員のセの関ン希査タ望ーを●開査始•．他学のコン 0 硯ふ祉＋状大の学しッ本の授学実業の施支取状援り況絹・を・み●家を認訓試し面験たし対．た策．の武コ●ン●テ大ンツ学を・東惇京認福し． 〇軟枯情職果報員を精セの査ン希タす望ーる詞．査を行い、訓査 0 
希望調査で十分な国笞を得る必要がある． C 報センタ 〇情籍センタ IOOコンテ籍ンセツン運タ営ーによる基礎字力1こコンテンツの整備開始． 整偏完了したコンテンツを教職

2 授テン業ツ・研の究●で●役に立つコ：
員・学生1こ公開し運営開始． 閲する検証．

2
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大項目 中項目 Ilヽ項目 2018年度 評価rn.（9A X9 果:::rメント 2019年度 舒伽90.o.AX9 実施結果:::r大＾ 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

・ ・ ·学●•ー整設務"学学部科μ : ・ ° o ：エ盆：0O 家・鍼試験灸字ワ和ーキ入ン干グnグ,'戊ル王ーのブ●を●中心、匹）のE●"●mレ●検討し、逗 引き続き、、以下の基本方針で 左記学生サポート体制の糀 |v引きa 字続和き、字七布m郎→•サ点ート 1ッ引きツ.続,き:、.左.記学匹生サポート
:o ・．看．．謹・ー学・科"：0 学年アドパイザー制で入学者全員がディブロマポリ 臨み、毎年改善状況を検証 続・検証響改善に関する 体制の継続L』・•□検』-ナ証-・改9 善.,▼ に閲 体割の継続・検証・改善I::llll
:o ・学務郎 ；〇 シーを達成できるような体制を継続した．また就職 し、前年1t前年改善を目憬と PDCAサイクルの揺追． するP⑳Aサイタルの推進． するPDCAサイクルの推進．

3 

薔字アいメい．科ーたたド●バ遵ル●加イ絡お9l） ザ体指よー●導びGののとoの強強og化化メl.． ・ ーM●ル●（●tをを贔用用

0

●バめ.. ら・•学●れにッ3じ字●生、情たク評結科の教版し、価果●嬰員共学望有アを々閉務教の連体ンをケ員改把携割郎ー善ヘ握疋の深●フをトし推対め化よィー道策るをり得． 実をたド l ・ 鍼柔宕字灸整設務学学学99科科科:0 ： ： ； 2 さ引パ講め.. ら・・授れ学きにッじ学絞稟生、情たク科評結の教報きし`、価果価要員共竿ア々望閏有を務●の遠体をン把携9郎ケ員改9ーヘ善●のを深憮フをしト●対め化よィー進策るをり得． 実たをド ： 柔・学鍼整設務灸学学学部科ユ9：: 0 0 旦塁ロ0引き3字続科き、、 学務郎 10...3学心科⇒、学←務-部- 0引き3学続科き`、 字務部 〇引歪き続酉きて、―全務郎
と゚ ↑科： 0 .授集 ンケートより得 I つ~9授C”業̀評=̀伍アンケートより得 ・授婁評価アンケートより得 ・授業評伍アンケートより得

: 0 パ●め施ら・学れ．にッじ、情た生ク9桔の教報し9●果●●員共ア々望間有を教の連体を改把携れ員善ヘ●のを深強をフし損対化めィー迫策るを実をたド パ講め施ら・学れ．にッじ、情た生ク結の教報し果●要員共々望間有を教の連●を改把携●員善ヘ●のを深強をフし捲対化めィ進ー策るを．実をたド パ講めら・れ学にッじ情た生．ク結の教籟し果●嬰員共々望間有を教の連体を改把携●員9ヘ善●のを深強フをし撞対化めィー這策るを・実をたド パ●めら・学れにッじ、情た生ク結の教●し果●要共員望有を々問体教の●を改把携制●善ヘ●のを深強フをし推対め化ィー進策るを．実をたド

教育研究等の灯学生ニーズの把● ．． 施．

9 の向上 と分析 教ケと育ーしのたト●●のの●実充評施実価をア目ン的 柔道整復学科 表可際，，そッに能ーのにクにレ、結よにペさトれなル果にりI、たっアつにR．各た委つッい教ま員てこプい会、員たにてとヘ他か努かそそアのめのれらら教、たのぞン． 員そ藉れ

甕該敷員へのフィードパック
有して対策するには至って

‘・

ド
イiク空ルの 柔鍼君整ほ灸学字字>： § 月革藉 ．鍼灸学科： 0 .鍼灸学科 103学科 03学科 〇百学科 03字れズ等に関わるPOCAサ・ ： 紐き．学生ニーズ等に関 ・柔整学科： 0 各学年アドバイザーによる出欠席成績の状況学 1引き続き、学生ニーズ等に関 引き続き、学生ニーズ等に関 引き続き｀学生ニーズ等に関 引き紐色学生ニーズ等に関

5 手弓ー・ ~—··-。喜ミ言 9●心り9--止..---
U

学見生仝箱学ニのーさ 鍼●・整は灸学学学科科科： 忍 て科学●9目か・・日鍼柔生学見安内っ●灸箱で道の務箱、た学整利．対にの●へ関検用意科復策す討学状見を科況口検るに情はが討も●至含提しのっめ出て十て．さい分意れいる．なな見た把●いも．慨ののは活はで用、学きがて十生分委おで員ら 10全学 鍼灸学科： 0 '鍼灸学科 10全学 IC全学 10全学 IC全学

ズの めの意 ． ： ず学 I投函された意見を該当委員会 ・看穫学科： 0 令和元年度10月定llil学科教授会令和元年度10月定 1引き続き．投回された意見を 1引き続き．投函された意見を 1引き紐も投回された意見を l引き紐ぎ投函された意見を
らな把る握活の用．た にて検討するとともに成果の ・学務郎： 0 例学科会湛で、鍼灸学科の学生ニーズの把捐1：：つい該当委員会にて検討するとと該当委員会にて検討するとと該当委員会にて検討するとと該当委員会にて検討するとと

捨紅を実施． す学てげ灸イ回・・学学検か•笞生るン討科該●委けこアを、学新お●員とンし学．2ケ科会とこ.学生ーなにし：3期意報がたい.ト．末返見、告4を年信在実箱意に・生学見す●の検メにー生内及討るし対ル方容オたびしし．で式9回てリこ学学でエつ答い生生学いをるンニ．生テて●にーー有アのはズニ、ンシし「学ケーこたョ係ー科．ズンる時をとトオ把を「しこン投鍼捐てラ もに成果の検証を実施・ もに成果の検証を実施． もに成果の検証を実施． もに成果の検証を実施．

ばな

6 意見箱の活用 1. 
会で

咄
の支竺援な謀外活動 〇楼強郎て学活極.化・生●他的委や大な学課員サ会ー外との活クル交勧活流支動を援含のにめ継お絞たい 〇 学金生つ7委0 員J 会̂ば”.年.問..1•0ヽ 回“”閲‘-＂●"士し．エ字闘●生凰濯生し活ふ、9叩謀9 外活▲ 冥引活洟支動援きを紐含にの委おめ継き員、続いた会積●て●活、極化勤他的．大やな学諄サ外ーと活のクル交動 0 砕．、唯他大のと公^記六団ふ体土で行あっるた．柔道大学部は祭、で対サ外ー試ク否ル活ヨ動面―Ill引芦き紐委おめ継き統員、いた会積強郎て活極、化勤他的大やな学課サー外と活クの9レ C活流支31動橿9を生統含のに継委おめ9続．●いた●部積祖て、極化活動他的大やな学課サー外と活のク9レII:引き生紐委き員、会部活動やサークル lli引き生続委き員．会部活動やサークル

7 クル活動など） 即学守祭-f-や工公認V9序団工体憫に..,.は土.活,,,.勤,_,資,,,金,の̀匹祷.... 助を'-行“... った...．`  ̂  の発表をしVた9よ．鳴エ 活流支動援を含にの 交 交 濃活支動援を含のに●おめ続いた柑強て、極化．他的大な学謀外との活交 活動において｀他大学と1l)交
勤 勤 動流を含めた積極的な課外活動

支援の●紐●化．
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PDCAサイクル表（中長期計画・ 2018-2023年度分）

大項目 中項目 小項目
実施結果

| ` 
ナ m砂 ・鍼灸字料； Q • •父字符 u,字科、千年9 いJ干＂、子m•『 V0干"•干m即 vo+"‘ 

・柔整学94:0 各学年アドパイザーは当該学年の学生の出欠を 引き籟き、退字者の原因分祈 曹●整学科： 0 各学年アドバイザーぱ当該学年の学生の出欠をアク 引き紐き、退学者の原因分祈 左紀学生サポート体99の● 引き絨き、左記●生サポート 引き紐き、左記学生サポート
・ •積学科： ＠ チェックし、●●のある学生については学科の共右 謂蒼を実施し、学●行勤●● ．．設学科： ＠ ティブポータルでチェックし．問題のある学生につ 調査を実演し、字●行●●● 続・検証・改善． 体●の網統・検証・改善．

学務部 ．o ファイルに記入及び●99●導を行った． U果は毎月 との違携で退学嬰因の分析を ・学務部 ： ◎ ii澁芹叩翡字叫塁蹂認？盆塁悶．因の分析を 1FOCAサイクルの推進． IPOCAサイクルの饂造． I 
体名9の●統・検証・改善．
PDCAサイクルの推道．

の学科会議で学生の動向として帷●した． 行い、対策を実行．
月柔道整復学科 どを毎月の学科会ぶで学生の勤向として骰告し、学
学内に設置されている学生総合支援室と密に連携を 科全体で情報を共有するとともにその対策について
敗ることで、成績不良や欠席の多い学生、および大 検討した。必要に応じて学生支援室の臨床心理士が
学での学業に不安を抱える学生に対して．早別の対 ●mし．学生9二ついての情●共有やその対応9二つい
＇応が可能となり、退字者の減少につながった． て検討した．しかし字習障害者、モチベーション低
また紅済囚難者に対する学内●●料免除99度を開始 下による成績不良者の対応99非常に難しく退学者•
できたことで、退学者対策が十分に行えた． を減らすことは難しい状況であった．
・君設学科 ・柔道整復学科
アドバイザー、アドパイザーリーダーによる成績不 学内に設置されている学生総合支援室と密に連●を
振者、出●不振者への●別対応を行い、ポータルサ ・ることで、成績不良や欠席の多い学生、および大
イトを用いその共有化を推進し、年度途中における 学での学業「二不安を困える学生に対して、早期の対
成績不●者、出席不振者およびその対応の評価をし 応が可能となり、退学者の減少につながった．
た また経済●●者に対する学内授業料免餘制度を開始
・学務部 できたことで、退学者対策が十分に行えた。
9）学生アドバイザーの学生●接を実氾退字・留年 ・君設学科アドパイザー、アドパイザーリーダー
の早期予防を図る． による成績不振者、出席不振者への●別対応を行
29学生相該と教員連携の●会が増加した．字生総合 い、ポータルサイトを用いその共有化を推進し、年
支援室設置の●●1整●の準備をした． （規判の9,' 度途中における成績不振者、出席不●●およびその
定．改正●9C) 対応の評価をした． ・学務●
3）経済困難●への授•"免●99度を改正した． 1)学生総合支檀室の設置により．教員との連●●会
2099年度より運用する。 が増加した．

2）成績不振者ガイドうインに基づいた、退学・ ●年
予備宝の把捐．学生指導を実施している．
3）学生アドパイザー制度の活用により学生との接点
を増やし、学生指導を徽底する．
4）経済●難者の本学独自の授稟科免餘制度の拡充を
行った．

平
2019年度

＿果＿

＝メと
2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
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〗一塁丘攣出：丑且了じ雙琶喜喜五三］云二 iii;：B丑丘丑丑丑§：蒻諷iii言且霞ii；剛藍玉叶紐 i藍五五翡喜：；［出；i|藍：四直
とが可能となった．そのためアドパイザーによる● ・ ●氾整復学科
別指導および教員間での情●●●も早期に行うこと アクTィブポータルの出欠硫認の設定（アラート
ができた． メール）を活用したことで、出席不良者（欠席の合
・看＂学科 Itが90回以上／2週間）を早期かつ●昂に把●するこ
出席不●学生へのアドバイザーによる指導を徽底． とが可能となった．そのためアドバイザー「こよる●
指導については、アドバイザー学年リーダーの教● 別指導および●員問での情"●●も早期に行うこと
が状況を把●し、●●時、アドパイザーヘの助言を ができた．

出欠●●理の徽• || | 1行った． ．．設●科 出●不良学生へのアドパイザーによる
指導を撤底．指導については、アドバイザー学年
リーダーの教員が状況を把握し、必要時、アドパイ
ザーヘの助言を行った．
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PDCAサイクル表（中長期計画・ 2018-2023年度分）

22 

大項目 中項目 小項目 2018年度 評価 rnn.,..><, 果::::rメント 2019年度 評緬 9n.aAX9 果::::rメント 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

戸率9ル10度の％の実をi嵐●目翌●指塁おし塁よ、tびア記POドCパAサイ裟イザクー 芯制●’レ0度の％字実のを●施目●．指土おしよ、びアP記OドCバがサイ；イザはーク 翡寧9，レ90度の％翡実のを●施目盟底。指おし此よ、びアPOドCパA、細サイ硲イザクー翡●制ル0度の％字実のを●施目●．指叫おしよ、びアPDドCバA．細サイぉイザクー江制●ル0度の迂％実のを科戸●施目底．指おし出よ．びアPOド茫CバAサイ裟イザク＿1誌率Q間ル0度の3％字字の実を科●施目●．指翌おしよ、字びア叩ドCパA字サイイザーク

1 ア績対不すド只バるイ者継ザ等続ー指要に指導導のよる者徴成に底 の識早が期必発雙見とにす努るめよたう．な学場習合陣1よ害学な生相ど指該導室lの二専臨門床的心理知

詈塁塁
加牛置古の3学棺検科字討委．、（字塁特●翌別●支？損 磁学柔●.. 整設務学学学郎科科科：0 ： ： ： § 0゚●置者生な93こ学相よど科訣のる．室研有学（修効特利務生別部・用支研閤援究姶教生．室·外）の•設 o学置者生なa.］二相よど科訣るの.室研布学］修効特務生利別・郎用支研●援究姶教生．室・外の部設 Q3学科． ギ百悔 lO.3淳科、 学務● lu3学科、 学粉部

学生相桟室（特別支援教室）の設1学生祖校室（特別支援教室）の設1字生相課亙（特別支檀教室｝の設
の土ネ...^ッ幽ト ． 置1：：よる研修生研究生外部 置 1：：よる研修生•研究生•外部 置による研修生•研究生・外郎
9教二の室V）』-,.設 ． 者などの有効利用閉砒 者などの有効利用開始． 者などの有効利用開始．

？ 学室卒の生大●設学支生置援院なお室生どよ（の特・び研打別支究効支援生利援室用教へ・

退学寧の改吾 たを，活用、●助，

Q
授囚討．財●●務料者郎減に、免向学●け度務た部な支援ど、馴経度済の 、財務郎： 0 7東経もL財京済●た務有的●．理●明料●免由●9餘家大の計学対急象授変●者を料に含免拡む除大）9 〇授困施財●．難務料者部●に、免向学制け務度た部 ・財務部 0 .財務甑 学務部 〇●●紐財買実●務料者施。部減に`免向学制け務度た部支な援ど`19紆度済の 〇財務部＊ 字務郎 さ財務部、 学務部 〇財務狐 学務郎的 等ー規.-~且IJ伍のい改王が正紐を•っ行中い紐｀噌` など｀経済的 ・学務8110 東..京....“有心明閾医ナ療｛今大"学...授... 業... 料_.,.免... 除,.等_規.~則.... の.. 改“正“をり行mい.. 、芸 的授口業細料亭減9ー免制度など、経済的授業料ギ減9ー免和1度など．経済的授業料減免利度など．経済的

教育lill 費 検 -し.. 、0中江途翠退石学m防̂止0第... とt 支援令9度の実 四もm授m業主料免血除示の●1対心象... 者とに口拡.... 大!'-し.. `̀ 中＇工途示退竹学叩防止t策”~と... 継 m続実.....施．，直けた支援希9度の網困続難実... 施．,—向けた支援希9度の継困続請実施者·「こ向Itた支援制度の継
9 の究向等上の 経援済制的度●の面●綬に対的す実る●支 した． （追加）

者申1を9数拡の大勤す向るかを見検つ討すつ、る．対象

加退設字を3学実●科の蕊未翌然防碧止 看鍼●整設灸字• 学>： g き゚た3学紐め科、き、保退設●●●へのの未成然績防表止の ｀窮項： 0 鍼知科 03祁 03学科 m#  03学科

月
めお穫、者よ保面 ー ： 弓1 ・柔整学科： ◎ 1,2,3年生については各学期の終了後、学生アドバイ 引き続き｀退学者の未然防止 引き続き、退学者の未然防止 1引き続き、退学者の未然防止 引き給き、退学者の未然防止

・ ： の ｛這学科： 0 ザーが担当学年の成績を確認し｀成績不良者に対し のたぬ保設者への成楼衷の のため｀保穫壱への成績表の のため、保設者への成績表の のため｀保護者への成績表の

郵回送該おを実よ施び、． 必要時、 保謹者 ●固送談おを実よ施び、・ 必要時、 保護老 郵面送枝おを実よ施び、． 必●時、 保護者 ●面送設おを実よ施び、． 必晏時、 保謹● ●面送訣おを実よ施び．． 必嬰時、 保設者

4 保穫者との連携強化

〇看該学科 ◎ 藉―乏哀面面ズ反石栢を増やすことで` 指-定-校-・からの Oコ9者→設**学...科や ◎ 前年度より指定校推庶入試の枠を増やした． O看謹学科 さ’'面...該..百...科 〇看該学科 〇君艮学科
5 指定校推肥制度の強に 入学者増加1：：結びついた． つ強1化己m．モ‘’"定校推菜箭9度の 引強化き続．き` 指定校推農糾度の m強化さm．で、指定校推閾利度の引強化き続．き｀指定校推羮創度の強引き化続き、指定校推豆閥度の

入マ学ッ時チ点ンにグおの防け止るミス 0 @ 指定校推益の入学者の成績-評低を行った． 6’’祖→•隻*亨+再ー- 。君設字科 5晉設学科
6 / / ------------ 指呑定設校学か科らの入学者の評価， 0引者肴のき設統評学価も科．指定校からの入学 う者1のさm評価己`．9a定校からの入学 引者のき続評価き、．指定校からの入学 引者のき続評伍き、． 指定校からの入学

？ 学効務活シ用ステムの改善と有 〇学のシ討ス生情力Eテ開活穀やム状姶セ経の．ン済況有タ状をー効可況活視．用遇化の学すた時るめ等問の学な検ど務 0 .れがたて、尿保お氏存ら験ずの、、た資Gめ格PのA試な検験ど討の他を受の行験情い結●．入果との力力哨連形弔携務式がシの●ス仕●テ様ムでをあに作っ保成た存しさ 〇学て学（予欧情務務定りシシ1）9組．ススセみテテンにムムタ着ーのの手有バ．ー効ジ活ョ用ンにアつッいプ ＠ 学国務家シ試ス験テ．ム資の格パ試ー験ジのョ管ンア理ッをブ行をう予よう定に通Uり完7した． O学追情務．1シ9スセテンタムーの有効活用の撹 〇学証信務．●シスセテンムターの活用状況を検

地域連携の構築 治実タ療●ー体）（験附●・●鍼●灸●セ●ン等 〇鍼よ鍼灸る治地灸学療坂科体協験力や推●追．●●訣等に 〇 天範学・月テ日学）祭9イ')4(●、パ9日0((期有ル99月）00閤明月．月29中26畳792マ月3の.洲7日9ン鍼、日2）フシ灸）、ェ82ョセスで日古8ンン）のタ石日対タ．）鍼場抗(ー、9灸ミ文遅0でラス化ブ月勤のイポーセ2会鍼ースガン9灸(ツの9.タ9体2月医出ー20●8科店9ま8日8施学．つ日）術(フ）6り、の月ェ、打(実9ス大9明0〇引康進鍼●．き絨灸●学等き科、に鍼よ灸る泊地療埃体協験力や推● ◎ 大施ス2ル団マ日0学主）タッ99(92サ．祭9●(月9(期ー9月90「92間一ジ3月6月,日枝惜中2946）圧のの.. 日で鍼8ゆコ2）日の9灸めン．日）鍼セテフ●）、灸ェスン明、スブスタト祭Nポーー」HタりKースで2のサ0ツの(の開19イ●9出月鍼催エ科店9協灸第ン日学●力ス2）フ一回●ス．(ェ枝施あ9タ塁月スの術んジ洲2テゆまの9アフイめ実ムェパ財 〇引●進賛相．き菟紐筏学等きK．に鍼よ灸る治地讃域体協験力や●● O引●迅鍼相き続灸●学●き科、に鍼よ灸る9地●●●体●験力や●● 〇引康遣●祖。き紐灸校学等き科、に鍼よ灸る治地痩域体協験力や攘● 〇引●追鍼相．き続駁灸学き等科、に鍼よ灸る治地療●●協●力や推鍵

5
 



PDCAサイクル表（中長期計画・ 2018-2023年度分）

大項目 中項目 小項目 2018年度
実施結県

2019年度
実施結果

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
評緬,n.oぷ X9 コメント 評価9no.^ Xl コン

~研療タ,,..究ー祖閲.,,.を来含院と,め恵の.,者連た.附-等携・・属推-に関進鍼--尋灸連-セ.ン 1v 
戸院得すてm臨る患床者研m究さんをか行iっら募霜て集い霊るし．付属ク如リニックばの協力を

V引鍼連追真き灸し餞火セた干●きンい`●タ研ー●究来閲を院と含患の者連めた等携●推に●関 l◎ 
科効比者研り研果」較究さ賞』をかんとに問か翡をら取関ー蒼いら●得すなの研被お●究るし研す●たをし一付行究者l非米罠にをっ特加、国てク鍼えにいリ、ニお灸る新．けセッたるンク●にタの「畏n協者ーec得に「力こk対●をしpaすた院得9n」すてる「●肩臨とるのの患床こ

U引鍼連進鑽．き灸し絨灸セた字医きン科、療タ研ー復究来閲院をと含患のめ者連携た等附に•属関 V引●連追翠．き灸し絨火セた●きン・．憲・タ研ー●究来閲院をと含●のめ者連等●た附推に●● ツ鍼連進引量．き灸し"続:セた̀... 医きン,＊痩タ研ー檀究来関院をと含患のめ者速等携た1f1tに推属関 引鍼連き灸し紐セた医きン、療タ研ー●究来閲院をと含患のめ者連等携た附推に閲• 
研等灸と究にのセ関連をン携含連タめ推ーし道たた）医来9院療聞累患機問者• 

した医

＇ 
進．

〇附る.. 鍼●地綾灸●学灸向科セけンターナーや学笞科のによ 〇

大施●祭月テ日学）祭）ィり4(祭、バ9日0((•有ル)9月）00,.，明月、月2(2中6豊172マ月3の,洲7日9ン鍼,日2）フシ灸）ェ9、2ョセスでE古9ンン）の石タ日対タ．）●●抗(ー、)灸ミ文運0でラス化ブ月動のイポーセ2会●ースガン7哀(ツの9,タ9孔2月医出ー20は9科店1ま98日品字．つ日）術(フ）6り、の月ェ、●実(9 ス大I明O 〇引やナ鍼字ーき紐灸科等学のきに科、よ開閑催る屈地．鍼坂灸向セけセンタミ ー
＠ 

大施ス9科忠サ0学●ータ(（9一祭1フジ(（（翔枝指9ェ月日0の圧間ス3月本.中テゆ2コ科46のめイン.学日鍼バテフ2未）9灸ルスェ．来Bセス有煎ト)(2ンタ明．(月29タ祭N10月92ーH69月り2K日9でサ9'）日(の・9イ第で）鑽月'エ2ぅ日のの9回ンg日）鍼開あrス）．催灸后んス、ス．蒻ブまタ豊ポー術マジ渭ースのッアフツの実ムェ● 出
〇引やナ学ー誠き続灸科等学のきに9`閉よ4限●る●地●●●灸向セけセンタミー 〇や引ナ鍼字ーき続灸科等字きにの科、開よ●催る●地．鍼●灸向セけセンタミー Qや引ナ鍼学ーき紐灸科等学きにの科、よ開附筐る●地． 〇引やナ鍼学ーき絡灸科等学のきに科．開よ附る催．属地鍼域鍼域灸向セItセンタミー 灸センター

セミ 閉 向けセミ

） 高ナ校ー生等の地開駐磁向けセミ

ド鍼行有携．灸政明学ス（科江ポー 0 

学大●騎テ学●イ(●1バ(0期ル9月0間疇月2(中272月の.79鍼.a2 笠灸）82セで日8ン）の日タ．）鍼誓ー、灸ミでスうブのイポー鍼ーガス紅＇のクツ；2五●出0験科店18 施学．術9フ6の月ェ実9 ス ・ ぢ

大●ス2ス0学のタ9(9祭出9(9（●店9月日0．問3月本,●2科46の,学日鍼未）29灸．来日セ館有）ン明．タ祭N92ーHり月Kでサ9(の,9イ鍼月8エ日9灸ン日）●ス）で●ス．の●畳タ鍼術ジ●灸のアフブ実ムエー
10と・鍼引の灸連き学続携．科き 行政 は東区） 1誓との連芯携． 行政（江東区） 5と・の引連声き統携．き、 行政 （江東区）区）と

鍼引の引タ灸違ーきき学続携続と．科きのき、、連行有携．政明ス1江東区） 5とン・・砿引の引タ灸連ーきき学続携続と科． のきき、、違行有携．政明ス（ポ江東ー区）

I 行明の政連スポ携（江ー東ツ区セ）ン及ターび有と

I遠 ッセンのタ連ー携と．の

ポーツセ ッセ
ン・引ターき紐とのき`連有携．明スボーツセ ン・引ターき統ときの、連有携．明スポーツセ ン・引ターき続とのき`週携有明．スポーツセ

2 
本し学たの連人携的資源を活か ．域●供室化這違●をを9漁●柔開継を復道対●続と学・）象しし,,--------ての、に近支さし隣援たら中や少な学地年る校域柔連のの道携 . 

.にま有-，約明た回9本中の0学学名少の校が年柔の稽柔道平古道場濤に教に悴励室て堂んを．がで開行"い筐わ月るしれ．上、た旬地．～域9の月子上供旬逗の百期面間5に
〇隣橿引た柔中や少き紐学道地年校虹柔藍き道復、のの学袖●子教科只●供室遣凛を9鴻柔開を道対講と）象しし、てのに近支さし ● 

湿●「まこ2約明た回9本中の0学学名少校のが年柔の稔柔道柔古道道場に教授に励室て●んを、がで開行"い催わる月しれ．上、た旬地．～域9の月
子上供句遠のを期中間心に 〇●援引た柔き中や少紐学道地年整校域柔き．道復のの学袖授子教科● 供室9●；違を●（携柔開を道対講と）象ししての、に近支さし

〇●橿弓たら1柔●や少な9紐学道●年る整校虹柔連き道携●、のの学抽授子●強科印粛供室化連をを●9携柔開●を道対講総と）象ししての、9こ近支さし 〇●揖9たら1柔中や少なき学道続地年る校域柔連整き道復、のの携学●授子教●科埓業供室化凛遣をを（携柔開●を道対講絞と．）象ししての、9二近支さし 〇隣榎引た柔き中や少紐学地道年整校域柔き復、道のの学地授子教科域●供室連速を（柔●開を道対講と）象しし、てのに近支しさ

らなる連携強化を継綾 らなる連携強化を継給幽 らなる違携強化を枇統．

復竿科 ◎ 
i店実o（協土施/9力）し3（．●た土●．1）0/フに9ェ閉4ス●（日タさ）でれ古はた石血9場管有セ年明齢ンまやタつー肺り祭年西齢り藉．の了1測で0/定ほ2を9 -. 

〇勤9ら［柔会なき道続なる地整きど復、の域字行連マ科事携ンへシを強参ョ加化ン対．し抗、運さ ＠ ●)スた0．●タ/2で●）90教は～（土室家）2）庭月（．で全2に9き1地0（る回域日応））の急をに住処開開民置●置(の2しさ0コたれ名＿．た）ナ第をー2対6を回象設豊に置；T州AしフU健ェ さ9動l涵会き紐蓬な藝きど●、の学行マ科事ンへシ参ョ加ン対し抗、 • さ 〇引勤柔き会道続な●きど●、の学行マ科事ンへシ参ョ加ン対し抗、運さ 〇動引柔●き道続な整きど復、学マ科ンシ●ョ加ン対抗運さ 〇動引哀会き続蓬な整きど百．の西マ行可事ンへシ参ョ加ン対し抗、運さ

3 ●治●会マとのン連シ携ョン連合自 なる地きど、の域行遥マ事携ンへシを参強ョ加化ン対．し抗、連さ の行事へ し`
らなる地域連携を強化． らなる地域連携を強化＇ らなる地坂連携を強化- らなる地域連携を強化．

伯玲凜漬の1臼築

）9919t柔属ー●、る地道の●遭ク整充の域境リニ実復保住の学持民提ッを科図供クが・増安をり・接、追心継地統骨はし．セ域ても住●ンと民よら ◎ 
近行ととら年、肴のう地、連えこ●域携ると．骨住ががセ民ま密でのたできン蔚タ纏あにー●属りの接、の患保骨患者持セ者数のン・増後もタ増造ー寮加依には買附頼して献●なでいクどがるきリてニ円こ滑といッかるクに 〇地績引●はし、柔●坂てきも道続セ住●と整民よ9ンら復．のせタり学附ー●、る地環科属の●充域墳クの実保住のリ持ニ民提を図が供ッ・増安クをり． 進心継 ● 

近ととら年、考の地．連え接は携る．骨住がセ民密まのたでン常●タあー●●りの接、の恵保骨患薔持セ者藪のン・て増後ター・追ー療万依には汀頁閑頼：献●ぞなでいクどがるきリてニ円こ滑といッかるクに 〇接地引柔貸填き道続セ住整民きン復、のタ字附ー●糾累●の充のク実保リニ持を図ッ・増クり進、・ 〇地引●柔骨域き道続セ住整民きン復、のタ学●ー●科●●の充のク実保リニ持を図ッ・増クり進、・

国紐引はし・柔てきも道紐●と猛面きよら、せり負浮閑ヽ．る•科属踪地環域墳ク町住のリ民ニ提が供ッ社安クを心継・ 
〇柔道●●字科

I 附ン属タークのリ活ニ用ック／桟骨セ

接地引斉域き続セ住民きン、のタ附ー健累康の充のク実保リニ持を図ッ・増ク'）*進・

行うことができに はもとより｀地域住民が安心はもとよせり｀る地環域境住の民提が供安を心継 はしても暮とよらせり、る地環域境住の民提が供安を心網
続して鼻らせる環境の提供を継 絞して羞ら

続

教育研の究向等上の只

犀流を促道＝を検討．閃芦゜
図利た用．3詞無料西化を可実矛利施用し閉た放が、I地夏季域）の及利用び者一般は利少用な者かのっ

〇地引す図域きる.続なと.のきど、の交図環流占填を誼整促●追を・無を料進閉め放、 。 迂実施した頑．函一般こ館利用と者の交に流も引1公き続閉講き●利●用師を派促週し）た．を |〇弓1図9叫館
〇す地引図域きる孟続なと～館きのど、の交頂流図臼●を館●保●遼を．無を料進閉め放． 〇す地引図ほきる紐な出と館きのど、の交環流図臼境を●整促●進を．無を料進●め放． 

IO引図き四館
紐のまどの交環流図古境を誼整促債進を．無を料開放 続き． 図環流境出を館整促備追を篇．を這料開め放、

5 図口鯰の開放
す地域るなと 進め、 す地埃るなとのどの交

5ポ（畜宅ラ年ンテ●●ィ学ア実）習の導入検討 ＠ 
即務予頭定頑等西と；の入訓に整向をIt行`っ間た連．橙閲と潤整を行った． 教

さ君ポ君該ラ頑学ン革テ）百ィア実醤導入 （老年 ＠ 2務し0予た99．定年等度と導の入調に整向をけ行、い関`連ポ●ラ●ンとテ●ィ整アを実行習っをた実．施教

〇学ポび（導●）辺ラ謹入加ン学テ効）科果新ィ型アの実評コ習●ロ導ナ（入老感年染（●お症謹発よ ぢ着註学科
〇学ポび導君）ラ設入ン学テ効科果ィアの実評習●導（入老年（●お穫よ 〇学ポび導●）9設入ン学効テ科果ィのア実評価習導（入老年（お●設よ学ポび導）ラ入ンテ効果ィアの実評習●導（入老年（●お●よ

5 江ポラ区ン内テ各ィ所ア実にお習ける

生中のため｀実施1二ついて検討

5習引先面き紐企葬業き科、と公の衆協衛定生実君施設．学実 ＠ 
公と藪お面り歪行肴わ浪れ亨て実い習るがか、途実中習＂先価企を●行とっのた．協定内容の 15•引習先き設続企学業き科、と公の衆協衛定実生●施設．学実 ◎ 公と衆お衛り生行看わ設れ革てすい函るがか、途実中評習先●企を業行っとのた．協定内容の

〇看設字科

Q引習●先き設紐企学業き科、と公の協衆衛定生実●施該．学実 さ引習●先き設続企学業き科、と公の衆協衛咤．宝生君•＂学実 〇君該学科

， 公企の●提衆衛の含生健●康設管学還実業習務先へ

引●先き続企業き、と公の協衆衛定生実看施・謹学実 引習先き続企業き、と公の衆協衛定生実看施護．学実

〇学ン生・該教ラ学育ボ科用の整シ備ミュを検レー討．ショ ゜ 学討め生.を教行再検育っ用討たががシ必ミュ整●レ ション・ フ示万工舷事期傭閏It画をの含検
〇学ン蓄生・艮教ラ学育ポ科用の整シ備ミ計ュ画レーの見シ直ョ し 〇

学討め生崎を教行再育っ検用討たががシ企必ミュ●●レー計あ画シにョつンい・ラてポ、の工事整備期計間画をの含検 〇学畜生極教寧育莉用シミュレーショ 〇学君生該教学育科用シミュレーショ 〇●評設ン●●師•・ 該●•ラの字実●ボ科用ヘ技演シの協習ミ定受ュ先けレ入ーの訪れシ問及ョ看び
〇看設学科

計ぁ面1：：ついて` 学生教酉用シミュレーショ

ポのシ卒にミュお後教けレー育る訪のシ実●ョ●施ン設・• ラ

要でる． 要でる．

評加●ン師価）・．運ラの実用ポヘ技開演の始協習予定受定先け入の訪れ及●（追● び
評謹ン師価・． ラの実ポヘ技演の協習定受先けの入訪れ及問看び 設ン師・のラ実ボ技ヘの演椙習受定先けの入訪れ問及呑び

B 評価．

0究こるるれ学3をた学推内めま科進外での環のもし他て墳共大同き●学研備たが究とをの、実を共惟施さ同述．ら研なす

鍼柔●璧騒灸学学学科科科 ：：： 0 ● ＠ 

誓！
0●引を●甑き3学紐進科すき、る学た内め外の環の共填同整研備究を

鍼柔●灸緊謹学字学科科科 ：： ◎ ◎ o引きa字続科き、学内外の共同研究 0引き3学続科き、学内外の共同研究 〇引き学紐科き、 学内外の共境同整研備究を 0引を推3き学続追科すきも、学内外の共同研究
:0 を推進するための環境整鑽を を推進するための環境整偏を を捲進するための環 ための環墳整備を

実施， 実施． 実施． 実施，

＇ 
他大学との速携 学共同／他研学究Uの)推進 （他大

究研テ究ー等マを実に応施じし．た．それぞ

6
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42 

45 

46 

47 

大項目 中項目 小項目 2018年度
果 2019年度

果
2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

評価(naふX9 コメント 評妬 rn.oA.XI コメント

9（; I・999；学務交●活的●し（流実案●o,●間性てセ務得交化件をい●流対毎スンく（●派応．協年タター）定遠段ッを．支踏9にフと9援の基受ま的体配づ入えに1置整）てく9⇒の交． 備・ I ◎ ご
戸モた．ンゴル伝弓統●●戸学校4年生砂(97名）塁が実習芯に来．モ日ンし し左絞P一O記Cー・A検一国サ~匹際証イ交・ク流改ル推善の進を推体実進制施．の．● 、体P引O制きCAo紐のサp懃きuイ、紐ク左・ル記検の国証推際・進交改．流善推．道 匹体PO制CAのサ継イ縞・ク左・ル記検の国証礁際・進改交．流善．●進

） 国際..帷溝

流体．19閃共の同強（研研化．究究者推）這’の．支研派遺援究．● 支

〇M学教派岱鍼育、追応灸のイと学学質大リ学科の生ノ、向イ研上ハ州修ー立．を大パ目学的ーへとド大教し、• ゜
お19年度ポスいン研修に向It涵禰をした． 〇鍼灸学科 ◎ 

さ学引パ目鍼的きーへ絞灸教とド学大色●し9．字派4教M、遺C育イと由学のリS質大生ノの学研イ修向、州．上ハ立ー大を 〇学引パ目鍼的ーきへ絨灸教とド学大き員し科、、学派M退教、C青イとPH学のリS質大生ノの学研イ向．州修．上ハ立ー大を o学引パ目•的ーきへ紐.＾教とド竺大き●し和、、学派遺教M、C育イとP郎学のリ只大生ノ学の＂イ、修向州．上ハ立ー大を 〇学引バ目鍼的ーきへ続教灸とド学大員きし学科、、派MC教、退膏イとPH学のリS費大生ノ学研のイ向、●修上ハ立．ー大を
学弓パ目1的ーへ9紐教とド大も員し、学派M教、退C膏イとPH字のリS質大生ノ学研のイ向．州修上ハ立．大ーを

I M大生ドC大学研叩学修へS大．の学教イ．員リハ派ノー退イパ州とー立学

他大学との遥携

〇れ推引及進面き．続び＄咋教き科、員学閏生の派研追究・・ 受交流け入の ◎ 
2実-0施18年(2度0学IB生年受3月け3入名れ）．(2018年7月10名） ｀ 派退

〇れ引推看及進き該続．び学教き科、●学閤生の派研迫究 • ・●交流lt入の ● 
2コ0ロ99ナ年ウ度イ学百ルス奎●け染入症れの9た20め9中9年止9．月90名） 、派遇は om面五科 〇引き該続字き科舅学生派遺・受け入 さ引・奢き設続学き科`学生派追 受け入

〇設学科

れ引及き続び教き`員学生派退 受け入
引き続色学生派逍・受け入

r.,IJ)研究交流IJ) れ及び教員間の研究・交流の れ及び教員閤の研究・交流の れ及び教員間の研究・交流の

撹見J施ウA9遥追イて予SS．加ル計定O協．）ス画定世感変界染更派遺的症まなの9た9妍感2990実型染20状施コ年況．ロ度ナを実

推進． 撹進． 推進．

2 ●シ穫ン学ガポ部ール因立大学

教育研の究向等上の閃

〇学閉●生の該派研学遺究科・・ 受●け●入のれ準及●●び敦始．員

． 学生派遺、受け入れに向けた準偏懲紐
閂閲の研究仁・交流ぶの推及進．び教員 ◎ 

学生派迫受け入れに向けた準偏継続

さ学閤百生の贔派研酋退究・・受交流け入のれ推及進．び教員 〇学閤●生の設派研遺学究科・・受文洟け入のれ措及進．び教員 ti•学閤生の頑派研珂遺究・・受交流け入のれ推及遣．び教員 〇●謹学科
3 Sオtuー『9ス大学トラリアCha『les

学問生の派研遺究・・受交流け入のれ拡及進．び教員

〇学箪たをを•· ●め●惟•閏こ道れ続追学連に実．生緊ま携し復で施、●の字柔入ささし科道てれらら整なななき復たるるど学●国強に教●員よ化育派交るをの遠流大実 ● 2生モ月ま0間のたン98短ゴのモ年講期ルン度国穣留ゴは立学9・6し医名実同（の療習.約教科.5をカ学員●行月が大科っ）派学学たの迫．へ大受の学さ入れ教よれ、員りを派5．月行退3と年っを9生た行月．のっの女た約干．2学カ 0学復●たる•・及学教,9国留問l●学教員際遁き整続育派交生携復の週流受きの学、た入ををさ科め継推れこられ続進になな．ま実どるし施、強でに柔化さよし●てるをら●大実なき
◎ 

モ2月モ●0間ンン9(9の9ゴゴ年8講ルルB度同霞国r.,99立守)8・F名実医のの痔習療受教科科を入字員-行れが大^っを派字ナた行遺．へよっのさ'，たれ教、．、4員年5派月生遺と"を9名行月のっの短た約期．2カ研

〇学・施たる・・学柔引教国留閉．道教際学週き員絞整育派交生携復の追流●きの学、入たををさ科め●推れこられ紐進になな実．まどるしで施、に強柔化よ9し追てるらを整な大実き C学復施たる・・柔学引軟●●関．逗教際学き員連整続育派交生携復の退流受きの学、入たををさ科め●描れこられ紐進になな実．まどるしで施、強に●化よさし●てらるを整な大実き 〇学復施たる・・学●引教国●間，道教際学運き員紐整青派交生携復の退流受きの字、入たををさ科め継推れこられ続進になな実，まるどし施で、に強柔化よしさ追てるらを大整な実き 0.-~恒た●る・・学引教●臼,,.,頑教●学迂き員紐育派交門•生石退の流受のき学、入たををさi ●推めれこら絨れに追なな実．まるしど施、強でに柔化さよし道てるをら整大実きな
大モ学ンゴル日立医療科学， 

芦●とじ道たも決大チ学ーまムっ問iのて連i携コおiーのりをチ、●武続を出行道推進をう通． こ ゜
●たのがで・鯰女ああ造9子るり0学、を96通生2そ年0がのじ9に9て参準開年｀加僅催に"をし開さ国~行れ催3っ~たさ名●た●れが・仁●る上大●世位学の界入校大世口と界会を交大に果流会もたをで出し行場99たっ6予実名定績 さ道統91柔推き）冦続進を極涵．きー、復じ学式た科道大学1柔間道連携・龍の即武 ◎ 龍のた武．女道2子0学を99通生年がじにて参●、加●鵠しさ国、れ3・た名●龍が仁武上大道位学の入校世口と界を交大果流会たをでし行はたっ3． 名

戸道紐）推進を通'．”じた:大学（柔闇道連携・•の武● 〇引道紐柔）拉き道綾を遼整通．き復．じ学武た科道大学（柔関道連携・●の武● 頃引道紐）推き道絞進を整通。き復~じ学武たn道大字（柔関道連携・●の武● 〇引道柔）き道紐を通整き復、じ学武た道大科学（柔間道連携・●の継● 
続●道．

， 龍仁大学校（輯国）

3千を事1111等務始で．局の因家試験結果の公衷 ゜ C結引果き務紐の局公き、表HP．等での国家試験 ゜ 〇過事去.務に.,局実施さはれHたP国I二家公試表験し結て果い(2017 • 2018 • 
〇務面

〇給引事果き駁務の局公き＊表HP． 等での国家試験
0•面 〇事務局

0過は事去H務にP局実に施公表されした国家試験結果 (2017 • 2018年度l 引き縞き｀ HP等での国家試験 引き綬き｀ W等での国家試験 引き統き、甲等での国家拭験

ている． 2019年度） る． 結果の公衷． 粒果の公表． 結果の公表．

； 国家該験結果の公表

教育成果化IJ)見える
ば『等念で翡の公成開果．の学会発表． △ 

云生思研施た棄．わ究すの百れ全発る9学．究表日る本生．をを冊●の）目子状来指灸学年に況す．会な度してHではどP学図のにで研部aよの館生究公り発毎の「開こて表年全に公はの日つ実閂発本い誨鍼表てしたでは灸も学が難き検．な会討し学かでいを百のっと実i 
〇学引鍼会き続●灸学表き科．．学HP生等ので研の究公成閉果．の △ 

卒生●の研全究日本を●鍼子灸学に会してで図の古研館究発「こて表公は開実施したでがき．な学か部っ
〇鍼灸字科

改9「き続灸学き、科学生の研究成果の
〇鍼灸学科 〇鍼灸学科

引き紐色学生の研究成果の 引き続き、学生の研究成果の 引き紐き｀学生の研究成果の

思研たそ．究わのれ発●（学表●る生．はをの）難目状摺来し況年いし度なたと思どはい学にがわ、れよ郎生るコり．毎のロげ年全ナ感の日で発本染の表●の公●は灸開学難●に会事つしいで態いのでとて

学会発表｀ HP等での公閉． 学会発表,HP等での公開． 学会発表｀げ等での公開． 学会発表'1-f'等での公閤．

学生の研守¢平＇ふ表
も検討を実施する．

7
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大項目 中項目 小項目 2018年度
果 2019年度

実施結果
2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

評価(n̂ X^9 コメン 評価 ro心凸 X9 コメント

隋化ニ．属ッ鍼ク・灸紺セ●ン接タ骨ー院・附の連属携クのリ強 ●引連属携き続のク強きリ、ニ化●．ッ●ク鍼・附灸●セ●ン●タ院ーの・ 
・．． 鍼撲ク灸骨リニセセ ： ： ・ 0 0 • 引き続き、鮒属鍼灸センタ 引き続き、附属鍼灸センタ 引き続き｀附属鍼灸センタ 引き紐色附属鍼灸センタ

運附累携クの強リニ化．ッタ附屈接膏院の 附只ク＇J.::.ック附累接骨院の 附屎クリニック附属接骨院の 閲属クリニック附属接骨院の
遁携の強化． 違携の強化． ●●の強化．

， 附鍼骨●灸院セのク連ンリニ携ター強ッ化ク・附・附属•• 

てながるっ．ている．

効デ行近まにてな．果ー接年ったよいが附jた骨、るタっり．． にでセ●稟、て関学あ合まいク生するセたるリ．脊ニ冥るにン研椎対習タッ究ーXクをしの線ののて担被撮医充患当験影者師実す者数をるとし鮒がのた教と増な●連臨員加携床っ9のた患者のク基礎

臨床の関の向上
が実只リしニて強習の化いが向ッ辰上るし開にこたにてでとこも． っとき

芦設とし図てはのセ機能ン強ター化の．研究施 ゜ 科果す中鍼全研」る）灸日．に●セ本を整関者鍼ン得すタ灸さ学んーるし研かの会た究患等ら9雰非の者閲特●案遠を●験対学し的者て象会腹●をでと●、●輯し●●研告た者究灸ケしにセーをた．対行スンすっスターるたタ鍼デに（の来●ィ効隣紐を
0設9・畜「俯きと及続●し学き●て科、灸のセ●熊ン●ター化．の研究施 ◎ 

科果す中比者者日り研Jる）」較か本を賣に患にか対鍼をら基関者加●象問灸ら学盤すか一●えいと研，なの会るらしし究研募新お被●た等C験関究累たす査ケの一者研ー連に9し非禎て菫究学米をス特験道得国、ス会を異者め鍼行でにタし的て●をたお灸デっ●、科けセ告いにィ●●研やるるンし患臨●費鍼症タた9者n．セ床基ー灸例eに研盤c集にセンk対究積研来タンpすaー究隣研タn（る●C」究にすー鍼続来とのるを「肩の院の患患全効こ

〇設引・附鍼きと続灸辰し学鍼てき、科灸のセ攪熊ン強ター化．の研究施 〇設引・鍼き附と続灸●し学鍼きて科、灸のセ●糀ン強ター化．の研究施 〇設引・●附きと続灸属し学鍼きて科． 灸のセ●●ン強ター化．の研究施 〇引設・鍼附きと続灸属し学鍼てき科、灸のセ●●ン禎ター化の研究施

＇ 
隕臨床●序研痺究施9E設BにM）お強け化る

〇卒座鍼前の実灸卒字施歎．科における臨床教両講 〇 卒卒名を前行後を教教研っ育育修た．生とと して4年生の附属鍼灸センター実習 I II 〇臨引鍼床き続教灸学育き科、講卒密前の・実卒施後・における ◎ 
卒生実た1．前9習.3教卒のn名育、授後を症教業と研例育を修し行て骰と生学告っしとのて9たし04出本．て年学き受生方おけの、よ入附症びれ累例他た鍼報の．灸告専大セの門字ン学●院タ●校生ーのをの実行卒臨習● っ床 〇臨引鍼床き続教灸学育き講科` 卒座前の実卒施後．における

〇引臨鍼床き続教灸学育き講科、卒座前の卒実施後．におItる
〇鍼灸学科 〇鍼灸学科

引臨床き続●●き、●卒座前の実卒施後．における
引き続き、卒前・卒後における

3 
としてし本て字受おけ入よれび他た．の専門学校の●●生24

臨床教膏講庄の実施．

〇●対に鍼●外す及部灸る字置びF科研師D究をを能招実力9悔9．向し上、教を目員的9ニ 〇

明た治FD日を際実医誨療し大た学．から外部講師を招き大学院●9●を含め

〇引向し上、鍼き続教灸を学き目員科、的に臨対に床外す及郎る謂FびD研師を究を実能紹涜9力． 9 △ 2テがリ0ノコ2ィ0イルロ年大ナク3月学バリ●9スン8穫デタ日学ルかミ部博ッら士2ジク0ュにに日デよよのィるり問F来シにDュ研日来はレ修日延ガ予を＿期予定博定とで士なあしとてりっパ実いた飽たイ 〇引向し●上、き続教灸を学員き目科、的に臨対に床外す及部る講FびD研師を究を実能招施力9． 9 〇引向し鍼上崎き続教灸を学員き目科、的に臨対に外床す及部る●Fび0研師を究を実熊招施カ9． 9 
戸し鍼、教灸学員科に対するFDを芦実施．

〇鍼灸字科

I 施外郎講印による Fo実
引向し上、き続教を目員き、的に臨対に床外す及●る譲FびD研統を究を実能招施力阿・ 

に至らなかった．

教育研の究向等上のR 0連等3学携の大実科学施。で ．・． 鍼柔君灸●設学学学科科科 ： ： ： 0 ＠ c 
03学科 ．鍼灸学科：＠

|0引き3学続科き各違携大学での研
じ3学科 Q3学科 m学科

各ム の1i11修プログラ 引修き縞き、各連携大学での研 ・・ 柔看整設学学科科；；＠＠ 
引き続き｀各遥携大学での研 引き続き｀各違携大学での研 引き続き、各連携大学での研

プログラム等の実施． 修プログラム等の実施 修プログラム等の実施． 修プログラム等の実施． 修プログラム等の実施'

2 海外教育プログラム

教育の質の向上

5社応リ会3キじ学情ュた科勢改ラ善のム．変の化検討に対及応び必し嬰たカに
・・ 碩●．整践妥学学学百科科 ：： ： 0 ◎ ◎ 

臼王
0引3学科

． 鍼●●●灸設学学学科科科 ： 0 
・鍼灸学科 oa学94 03学科

|°引-3き学続科き、社会情勢の変化に
03学科

き紐色ヵ社会情勢の変化1こ... はり師~きゅう虹の国家試験出Ill基準の改定や問題 引き続き、社会情勢の変化1：： 引き続志社会情勢の変化に 引き紐包社会情勢の変化に

対及応び必し要た リキュラムの検討 . : 0 数の増加｀舅易度が高くなってきたこと、更に入学 対応したカリキュラムの検討 対応したカリキュラムの検討 対応したが）キュうムの検討 対応した力りキュラムの検討
に応じた改善． 及び必嬰に応じた改善． 及び必要に応じた改善． 及び必嬰に応じた改薔． 及び必要に応じた改善．

3 力び改＇」キ善 ュラムの検討及

8
 



PDCAサイクル表（中長期計画・ 2018-2023年度分）

大項目 中項目 小項目 2018年度
実果 2019年度

実果 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
評価(nべ'.AXl コント 評佃fnoふX9 コン

●研・・実究多強験様及化●なびと学●●研の絨際究。充で研実の究．基の礎可、能臨な体床

| ： • ;●；該;学g科:：-g 0 

鬱二
斜引研・・実多究強き紐験様及化機なきびと学．器領研の際域究充・で研実の究．基の礎可、能臨な床体

・ ・・ •●君整灸設字学学科科科 「：： O 0 0 
ツ制引研・・実多究強ロき続験様及化．櫨な．きびと学、●領研域●究の0充で研実の究。基の磯可、能臨な床体

引・●き紐●き●、●の充実． U引・実き:i字続験科機き`謡の充実． |乱..；芯.,贔.．の充実．

斜研・多究強様及化なびと学領研域際究．で研の究基の礎可、能臨な床体 制研・多究強様及化なびと学領研域際究で研の究基の磁可`能臨な体床 研・多究様及なびと学領研埃際究研．での究基の礎可、能臨な床体

●強化

I 研究体制の充実

研究の閃の向上

［設・開信●と灸属し字鍼て、で科灸の名セ●：：●上ン●ター化栞の．研盟（究再施b 0 科●す中字た研会．」る）． に患発を畏関●表得す．さん惰るし研たか文究掲ら［非の言●特●集、翼験博し的者て士履臨論を面、床文←患●研の者公灸究セ開「を二9行なン)すタっどーるたを鍼行に（の来●っ効院紐 〇設掲・•餡げ鍼）と’累灸等し学鍼てで科灸ののセ橿教能ン員強タ、ー化大．の学研院（究再生施． 〇 科．す中り研」る）」費に患9をこ基関者m問盤すかぇい研、なるら究●新研おC究集すたの一にIし非被獲て米特験進得国●者めにし的をてたお●、科いけ●●研るる患灸臨●●「nセ床●●に研盤cンk対究研タpすaー究n（る継C」に鍼来続と9肩の隣の効こ

さ砿―妥承科 〇鍼灸学科 〇鍼灸字科 〇鍼灸学科

設掲・附）と累し鍼て灸のセ横能ン強ター化．の研（究再施 設・附と累し鍼て灸のセ櫨能ン●ター化．の研（究再施 沿・附と●し鍼て灸のセ●●ン●ター化．の研I究再施 設・甜と●し●て灸のセ●●ン強ター化の．研（究再施

掲） 掲） 掲）

お・・(附Eけ研B●究るM）臨●成強灸床果化セ研の究公ン表ターに

, HP等での教員、大学院生~ げ等での教員．大学院生｀ 印等での教員、大学院生｀ • HP等での教員＂大学院生.

公研究開生．｀研修生の研究成屎の 比者較かから●ら一●のし被●験●者●を究、を鍼行灸っセた．ン鍼ター灸にセ来ン院タすーのる患患
研究生、研修生の研究成果の 研究生.研修生の研究成果の 研究生、研修生の研究成果の 研究生、研修生(f)研究成果(f)

5 
公開． 公開． 公開． 公開．

者を対公た象．1111成なと果どしたにをケーススタテ発表イ、、 請症例文集掲積載研~究博士を論
行文のっ つ行いってた学．会

命各施孜9れ専両をを推門の堅科分進●持．野底しに、にお引よけきる絞る不研正き究、防の●止実● ● 

． 柔●鍼灸整謹学学学科科科： 0 本．鍼年度灸学鍼科灸学科から「93件秦の研新究規にお申慎を行研究っ倫た．• 
03学科 ．鍼灸字科： 0 ．．亥葬 03学科 03学科 虚学科 03学科

. . ：:o ◎ 引き段き、各専門分野におIt ・柔整字科： ◎ 本年度鍼灸学科からは4件の科研黄新規申請を行っ 引き紐包各専門分野におけ 引き緩き、各専門分野におけ 引き績さ各専門分野1：：おけ 引き続き｀各専門分野におIt

3す年る後講期義かをら行始っまたっ．た卒 いて 1こ閲 る研究の実施を推進し引き
・肴設学科： 0 た． る研究の実施を推進しし引き る研究の実施を推追し、引き る研究の実施を推進し~引き る1i11究の実施を推進し｀引き

続き、倫理教膏の徴底による 3年生後期から姶まる卒案研究において1i11究倫理に関 続き、倫理教青の慾底による 続き｀倫理教育の徴底による 続き、倫理教育の徽底による 続き｀倫理敦育の微底1：：よる

2科●指・・0柔3●導看1年8道後教艮年生学整の員9の月復科がフ32学ォ研56名科究日ロにー●に対理ア、し教卒ッ、育業ブ倫研とを理行究し教てっを育、て開を各始い行学るすっ．生るた柔に．対道ま整したて復倫字、理

不正防止体制を堅持． すそ・の柔る講成道義績整復をを行学含め科い、た講報軽告終匹7復、 瑣解度試験を行い｀
不iE防止体制を堅持． 不iE防止体利を堅持． 不正防止体割を堅持． 不iE防止体利を翌持．

教育研の究向等上の費

を提出した．

2019年9月25日に、卒業研究を開始する柔道整復学

B 研究及び学会活動 研学究会環の境相互の共活有用・所屎

科教3育年後生ののフ3ォ9名ロにー対アしッ、ブ●と●し●て●、を各行学っ生たに．対ましたて●、● 

還つ設3年研9いこ生つて究はをいを対、行て象●そう●のによ、●をう担行義各姐当っを教当たも員教と(がに員9看月研が該）究指．導研●理究ましにたをた、順．係守る4研年し究生て倫看に

指導教員が研究倫理教育を行っている．

理護つ3・ •年に研い設生つて究学をいはを対行科て、象講そうの9義よこ講．をう担行義各当っを担教当たも教員と(がに員9君月研が該）究指研．導倫理究まし9たをたこ．限．係守る4研年し究生て倫● に

Q各の再た●分め検た●野め討に●及での、痩活●●び●躍●現了生研で内状究容の把き科就るを捐人充職を材実実実●施す績●． るを

・研学究務科郎：： 0 △ 〇引保き続撰医き療` 学各分研究野科で活躍でき 〇
大学院の修了生1：：対しては、主に指導教員が希望進

|〇引保き健続医き療函各分醐野で活躍でき
〇屎函医讃字研究94 戸引き●紐翠療学研究科 |〇引保き鍵続医き療、学各分研究野科で活躍でき

大路摺卒度・・学学保お●●実●院務●”よを医行のび●研：療修就究就っ学職て生●了生研いと2・究に進名るし科対字．て、先残研して究をる把は生も、●の9主名もしに指導教員が希望這

路および就職・進学先を把慢し、研究活動とともに 引き統き｀各分野で活躍でき き、各分野で活躍でき

｀研究活動ととも1::
生●るを人充のを9実就実1育職施さ成せす・の•るる干．たと仏めとの云も教にの育、環修内状吝把了

指導を行っている． る人材育成のための教膏内容 る人材育成のための教育内容 る人材育成のための粒脅内容 る人材育成のための敦育内容

就●を充職を実実実す積施．るを再ため●討に、及修び現了生状の把 吐を~充職実．． 択するために． ●び現了生状の把 を充実するために．修7生の を充実するために｀修T生の
を再検討及 就職実緒を再検討及び現状把 就職実績を再検討及び現状把

、い就た．職準（鎌202名1）8年
●を実●。 ●を実施． ●を実施．

（追加）特に就業を希望する

7 t舅士前翔謀租
院ウ生イにル対スのして影は響、に新よ型りコ厳ロしナ( 

大計学院生の将来設

な研が究連る携科こ長とをが、し予●て想●対●処され員し`てる事たいめ務く．． 局

〇ので教引教保きき育続●育体る●職人9き9●、材お強字将育化よ碩成．来び究、研を科専究図躙門る分でた野活め躍での

・・ 学研究務科部 ： ： 0 0 

教見2●・・0保育直学1（0職●務助し年●でが部手度●活必）大学躍要に学研で採で院究用きあ19科るる士(．2人佼0U1●9青●年成度99に卒よは●り●生）●をが本あ学りの．専今任絞教
〇引ので較●教育きき●続●体る医●識人き療、お材強学将●化よ．研来成び究、研をa専究図門職る分でた野活めで躍の

• 1i1f究科： 0 ・保鵠医療学研究科 〇保健医療学碩究科 〇保●●讃学研究科 〇●●医療学研究科 0••擬学研究科
教育職で活躍できる人材畜成には課題があり、今後 引き続き、将来し専門分野で 引き続き、将来、専門分野で 引き続き｀将翠専門分野で 引き続き、符来｀専門分野で

見直しが必要である．
教ので教育き膏体る職9人9お材強●化よ成．び研を究図職るでた活め躍の

の教育職および研究職で活匿 の教育職および研究職で活躍 の教育●および研究識で活躍

B 博士後期謀程
で敦胄き体る9人9材強青化成．を図るための 教で育き体る利人材強育化成．を図るための で教育き体る人希l1材強爾化成．を図るための

5専い函門て職比函字大餃学科検院討とをの実差施・別化につ 〇 平究のに成羞でを3別充き0化実る年にさよ度せつう(、にい1lて研す月検究るl． 討成字果し91たを会．大温学差に別のお化セいすーてルる専スた門めポ職にイ大9ン学9研トと
〇引鍼き続灸学き科` 専門職大学院との 0 2門0●99大年学度と90の月差学別れ化教に授つ会い、て'"検月討学し科た会が溢、に本お年い度ても専 〇検鍼討結灸学果科1：：応じ` 対策を講じ

差施．別化1：：ついて比餃検討を実
受験希望●導9ししレ●入たスた．． がなポ比なイど較新おン的良好であったので、、究の見成努あマ合果力指わをを大すせ る．コースの た研トな究に試をで充みき実はる当よさ面の問， ることと せう、一辰研

学るのこセとーと す

財政基盤の安定 入学者数の確保 定ん師員●9．、マ学広ッ費サ穀ー●資速ジ格指圧（あ

洒定ル一検マ（ス般討員ラッ充サイポ鍼学足セーー灸Mをツンコジー指ス鍼目的、ス圧灸学．師と）科哭、コし内容ーたあ．鍼んスコ紐ー灸等ダス． のプ O 
注平ス鍼検集成、灸討ま力3学すコっし0科ーたたる年．内スのこ度）平でコと"ー、成、と月3スあ当し学1ん●た年科（摩．ス度は会現ポマは涵ー在ッ入にサのツ学お鍼ー形生い灸でジがて．指さほ、美圧らぼダ師容に定プ鍼広コ員ルー灸1近99．ス活くイ一等動まセ般のにでン 〇引科笑スし鍼容きた内）続灸、鍼、コ学ーきダ灸あ科、、スんプ定ル一●（ス般員ラマ充イポ鍼ッ足セー灸サ 〇

901 9 年「9,セ一等.度般の2ン100ス鍼検2月0．灸討年学字コし度科ー科たは教．内ス定授）昨コ員会ー、年を．ス度あ満学んはた科（摩ス入会し学ポマたa性ーッのにツサがでお鍼ー99．い灸9ジ9当て．指定面、笑圧員はダ容師を現ブ
〇検鍼討結灸学果科に応じ` 対策を謂じ

をツンス鍼目的`灸学` と る．

゜
コー ル鍼●在コーの9灸た形イ、スしでさらに広報活動Iこ注力するとともに学ドの
ージ指圧

師コース等の検討 アピールボイントを増やすための特に研究に力を入
れることとした．

，
 



PDCAサイクル表（中長期計画・ 2018~2023 年度分）

大項目 中項目 小項目 2018年度
果

2019年度 '"'~果 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
評鉦90m.̂ X9 コメント 評価90.o.̂ X9 コメント

V本つへ勤る主な高のの＋震のが校訪認や問開り知の入．な度深学ど実積をい高績極軟め員の的がなるあ所箕たるめ属高集、す校活
・ ・・.柔看,•卜父整設•Sッ字学学ッ科科科ョン ；： ： ： 〇＠ ◎ ◎ I泊おiき、本学の認知度を高 ・ ・柔•炎整字学科：： 0 ◎ 出9.. 前授，C千業 桟擬授戴・地壌イペント・科学イペン 引き桜き｀本学の認知度を高 し引ヨき.... 線き｀本学の認知度を高 1¥1引工き干続き、本学の屈知度を高 |前そ紐色本学の認知度を高

めるため、つながりの深い教 ・肴該学科： ◎ ト •NHKなどのメディアなどの媒体を中心に実施 めるため、つながりの深い教 めるため、つながりの深い教 めるため、つながりの深い教 めるため舅つながりの深い教

員が所属する高校や入学実籟 • 1ドミッシ3ン： ◎ した．しかしコロナパンデミックの影響により 00 員が所屎する高校や入学実鱗 員が所累する高校や入学実綽l員が所属する高校や入学実編 員が所属する高校や入学実績

の的あな●る高●校活へ動のの震訪問開．など柑極

の的新況（看あな型に●設るコよ高●学っロ活科校ナてへ動追変ウの加のイ更訪展）ル可問開●ス．なの性感どあ積染り極状

(l)ある高校への訪問など積極 のある高校への訪問など楼極 のある高校への訪問など積極

的な募集活動の黒開． 的な算集活動の震開． 的な募集活動の歴開．

I 高校訪間の実悔

・・ 柔アド整ミッ学シ科aン：： 0 0 

2名か継2継い・•00柔続続でア合ら1100道あ、わししド年年整スてせってミ度度復たポはいッいには学．ー何シくく実ス科実件方ツョし施ポ捲か施かン向ーし●セであししたツ、入て良っンス推オ試いタたいポ肥ーのーたとく＿受．問め考プツ験合、ンえ描者キせ2る武は0．ャが9に09多でン年よパあい度るスっこ入はのたと学引かが参生き加．ら1続9問者． 0 き
Q引柔き道続整き復` 学ス科ポ`ーアツトにSッ携シわョンっ

＋柔整学科： 0 柔道整復字科 |〇引柔き続道整き、復学ス科ポ、ーアツトでにッ携シわaンっ
Q柔道整復学科、アトミッション 5函函良復学科、アトミッション 5引蛋き涵経整き五` 云ス科， アドミッション

5生推ス柔学兄ポ涵ー生入整が試ツ孜に多の百携いさ＃わたらってきた在学
・アドミッシ3ン： 0 

2名か●2●い・00綬続でア合ら9999、わあしドし年年スてっせてミ度度たポはいッいには．ー何シく（実ス実件方ツョし施ポ撹か施か向ンーし●セであししたツ．入てっ良ン控スオ該いタたいポ●ーのーたくとー受．問め考ブ験ツ合．ンえ●者キせ2る●は0．ャが9に09で多ン年よパあい度るスっこ入はのたと学9参がか1生9加．らは紐者． 問0 9 

引き続き、スポーツl：：携わっ 引き紐色スポーツに携わっ ポーツに携わっ

めな、る推スポ進ー．ツ てめなき、るス推た在道ポ学．ー生ツ学●生●が入多試のいたさら
てめ、きスた在ポ学ー生ツ学推鵞生が入多試のいたさら てめ`きスた在ポ学ー生ツ学推生庶が入試多のいたさら

てきた在学生学生が多いた てきた在学生学生が多いた
めしスポーツ撹稟入試のさら め．スボーツ推累入試のさら

なる推進． なる推造． なる●進． なる撹進．

2 
スポーツ推Z入試の拡
充

指這スる定優マ（校秀入ッ学●なチ●学時ン生枠にグ拡のおの大確再けに保る掲促） よミ

〇指●定緩校学推科●席9度の強化
c 指定定校校推推茫肥合入格試者か数がら増の入加学し者た枠．を増やした紺果` 指 〇引強君化き続．設学き科、指定校●●●度の ◎ 

前年度より指定校推鵞入拭の枠を増やした．
〇引看き該紐学き科． 99定校●●●9度の

〇君設学科 6薔 〇看護学科
引き紐色指定校推肥利度の 引き続き＂指定校推藍閥度の 引き続き｀指定校推砒制度の

3 
強化． ●化． 強化． 強化．

／ ／  ／ ／ 
〇指君定＂校学か科らの ◎ 

詣定校饂羹の入学者の成績評価を行った．
〇引者者きの続設評学伍き科＊． 指定校からの入学

〇君設学科
|匹引き絞設学き科`指定校からの入学

〇薔設学科

(進スる9定優マ（校秀入ッ学推なチ羹学時ン生枠にグ拡のおの大再確けに保●る促） よミ

入学者の評伍． 引者きの綾評●き、● 指定校からの入学 引き綾き｀指定校からの入学

4 

者の評•• 者の評価．

財政基盤の安定 入学者数の確保

1 :・・ 鍼柔●整灸●学字学科科科 ： ： ： 0 ◎ ● Q引寓きい3字紐こ科
・観灸学科： 0 ．鍼灸学科

Q引3き学続科も参加者の入学寧は
Q3学科 Q3学科 03学科

叫加企こ参にられ加、者つ回ま者オ●い・科でのー運のてオ入増理営ブ学ー加解をン寧実キプををは図深施ンャ高．キめンりャいンこパとスか

き｀参加者の入学率は ・柔整学科： 0 月に一回の百合また各オープンキャンパスの前遠に 引き続き｀参加者の入学率は 引き紐き．参加者の入学率は 引き紐き、参加者の入学寧ば

とから｀ォーブンキャ ・看設学科： 0 広報ワーキンググルーブ会名を開き綱広報のあり 高いことから、オープンキャ 高いことからオーブンキャ 高いことから、オープンキャ 高いことから｀オープンキャ

パスの参科 ンバスの参加者数の増加を図

方可が料どり・増、能柔をOを加性抱道まCしたたながえ整し．オて復たどあ．ーその字いり広2のる科ブし0．結か報ン29キ果活し年勤ャオコ度ーがンロのパ従ナブ学前スパン生キのにン●つデャよ●いンうミにてパッには行のスク大準ののえき備参影なな検加響く不討者な9二安数なよる99 

ンパスの参加者数の増加を図 ンバスの参加者数の増加を図 ンバスの参加者飲の増加を図 ンパスの参加者数の増加を図

、る各た学めの 深施り．、め柔る道た整め復の企9こ画つい・て運理営解を実を 深施り．、め柔る道た●め復のに企つ面い・て運理営解を実を 深施り•`め柔る道た整め復のについて理解を り喩柔遺整復について理解を り、柔道整復1：：ついて理解を企画・運営を実 深悔めるための企画・運営を実 深めるための企画運営を実
施9

5 オープンキャンパス

2でペォ名たた0．． 増ーであ99柔加あプり年道、ンしり度整2キ、た909．9復ャ．909学ン1ォ年9科バー、年をス2．ブ0希を2ン90望9計キ9年90し・ャ回、年看たン実2の生設0パ施参9学徒ス0加しの年科を、人参の1参薮1加参230加に口人m9人比9尖数人年数ぺ施は数度9増93にしは5加1比29． 名9 し

戸本家実学．ア試の験ド認合丑ミ知格ッ度●シのをョ攣高推ンセめ移る●ン）タたーめの；充 0 
0アムりアペのドーたミドめッジミ分シのッ科検ショ会討ョンセンをを璽セ設ン置ねンタータたし．ー運．営黙委力員あ会るホにーおムいてペ、ーホジー作

〇引めアるき続たドきミ、ッ本シ学ョのンセ認知ン度タを高 0 〇昨員年会ア度にドお「ミ二ッシき続ョンセンタ 〇引アき続ドきミ`ッ本シ学ョのンセ認知ン度クを高
〇アドミッションセンタ 0アドミッションセンタ Qアドミッションセンタ

引 き、アドミッションセンター運営委 引き紐き、本学の認知度を高 引き絞き` 本学の認知度を；；； 引き続き｀本学の認知度を高

め1こ｀アドミッション いて、ホームページ分科会を設置し｀慧カ めるために｀アドミッション めるために｀アドミッション めるために．アドミッション めるため1二、アドミッション

センター遅営委員会を中心と あるホームページ作りのための検討を重ねた． センター運宮委員会を中心と センター運営委員会を中心と センター運営委員会を中心と センター運営委員会を中心と

6 ホームページの充実 したホームページコンテンツ したホームページコンテンツ したホームページコンテンツ したホームページコンテンツ したホームページコンテンツ

の（国さ家ら試な験る合整格備寧．の推移等） の（国さ家ら試な験る合藍格偏．●の推移等） ll)（国さ家ら試な験る合整格繭．寧の推移等） の（国さ家ら試な験る合整格備．率の撞移等）
（国家試験合格率の崖移等）
のさらなる整備．

〇宣能行伝アない広`●ド告伝よミに広ッり効告シよる果のョ効的検ン果討セか．のつン検実ター証現可を

・7トミッシaン： 0 受や験すサたイト業者とm蛋労な遥携をし｀ OC参加者を通 Qアドミッションセンター ◎ 要験すイト業者との強力な週携をし`OC参加者を増 U引アき ドミッションセンター |U引アき ドミッションセンター Q引アき ドミッションセンター |〇引アき続ドミッションセンター
めの戦を年閏を通して行った．

引．かのつき続検実現証き、可を宣行能伝ない広、宜告伝よ広にり効告よ果のる効的検
やすための戦略を年問を通して行った． 続き｀検討結果の実行． 統き，検討結果の実行． 続き｀検討結果の実行． き、検討結果の実行．

7 宜伝広告
計．

U学各入タを・蚕地高社れ入ク這会試でめト（活極人例）をる複躍取活経体学動験社利すり会科、ののるを卒本依人整あ業学頼る入傭学生の．試．知生、に名の編コ● 受入ン 〇

＊学ど学に、の入卒卒学業業生あ生るにのいよ●はる●オ紹すー介がるプ増●ン骨キ加院ャし9てンこ来院にし参た加患者が本

〇学引●.. ・柔生のき引道絨9知きこ紐整名きコ復．度きン学各、タを科地高クさでめらト活なをる濯取活る社す動り．の会る卒＊ 依人 〇

蒜学に7入戸学日業あ面るの勤務する接骨院1こ呆院し参た患加者が本 〇引柔き道続整き復` 学各科地で活躍する卒
虞冦●復字科

〇引蛋き涵統藍さ復学各科地で活躍する卒 戸引き続整き、復学各科地で活躍する卒
パス するな いはオーブンキャンパスに するな 引き続き｀各地で活躍する卒

いる． ど、卒菓生1：：よる紹介が増加している． 業生にコンタクトを取り、＊ 菓生1::コンタクトを取り｀本 稟生I:;コンタクトを阪リ、本 業生1:;コンタクトを取り、本

学頼・の．弓l知き続名度きを高める活動の依 学頼・の．引知き絞名度き＊を高さめる活動の依
学頼の．知名度を高める活動の依 字の知名度を高める活動の依

8 卒業生へのアプローチ

.. 
l ｀さらなる社会人 らなる社会人 ・引き続き、さらなる社会人 ・引き続き｀さらなる社会人

経社割験会のの人整入備あ拭．る学．生橘の入学受入入れ試）（例体 経割社験会のの人整入●あ試●る学、生編の入学受入入れ試）（例・制経社験会のの人整入傭あ試．る学、生編入の学受入入れ試）（例体 経社験会の人入あ試る学、生編の入学受入入れ試）（例体 経社験会の人入あ試る字、生橘の入受学入入れ （例試） • 
制の整備． "(f)整備．

10 



PDCAサイクル表（中長期計画・ 2018~2023 年度分）

大項目 中項目 小項目 2018年度
果 2019年度 '"'~果 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

評緬 [m.o,AX9 コメント t... o. ^  X9 コメント

〇採すで．にミ公●ぺ●あにナ的●遇ーきるお．研のこいをし究増そて実とた加、講支はの施援●科師すをた室●め研目をる指●招．、費す●科応99場の募研し増合費戦て．加研略セ X 

募セ9不9講十●ミナ師分●のなも企招結頭●聘打果にがにち灯出終でず来わあるずっっ、てスた．研タしー修ま自っト準体た．備はの実ま遅施たれ科しにた研よ費もののり外応の

U昨m科きをら公の研．図年る的の高費研科る研反以究研．い究省教外者費支育のの他も復踏の研育応室実究雰ま成施費者えを、数に図も外寝のより部得増なリ、加のでが
N外セの行てE部外っDいミO●ナ●たるや●．． ー研厄のヘ究文労招費の科科胴参獲省研．加得科等及を研し文て費び目科科の的の省情研採と以費藉択し外震兌たはの情褐信2科名．報を研で更提目費あ的に供叢っ文等と得た糾積し9が9た省極増．外以的加外郎にし

Q．増研●も9公慎追修●踏え的状加て等がま研況）いをあえ究新実`のるふ検支た中施若●証な、す現い●若一在る研い同事の究研介社者を究見●をし者て直情中のす心勢も

＇し一公部的修研正 究古憎室 1:/1●公19的状研況究の支検援証至 一公郎的修絨正究： ー一

， 科研費の積極的這保

9のてこ勉方い●法く会．にをよ複り数情回報実提施供すを図る等っ

0科ら研な3学●る科等積極研究的助な成応事剪●．へのさ ・・． 鍼●君整設•学学学科科科 ： ： ： 0 0 0 

鍼択各●科の．・・鍼柔専君学灸の地さ学灸れ遺門●設研の学科整分得学究研た科． 野か●の科費究学の●助らた科教はめ研成3員に究へ件が積助のの極共成ト斯同的9ラ9●研一にイ●定究応ア積寡●ルとをいあはし行て少うっい形ないた、．でかるう．、たっち競だた9争．件し的、が資そ採

叫●●へtのさ科ら研な●る●積研極虹的な•応
．鍼灸学科： 0 ・鍼灸学科 Q3学科 03学科 oa学科 03学科

・柔整学科： 0 鍼灸学科からは4件の新規中慎を行い｀うち1件（基 引き続き喩科Iii!貧等研究助成 引き続き、科研費等研究助成 引き続き｀科研費等研究助成 引き続き、科研費等研究肋成
・看穫学科： 0 

翫
事業へのさらなる積極的な応 事稟へのさらなる稜極的な応 事業へのさらなる積極的な応 事業へのさらなる積極的な応

喜． 募． 募． 雰． 茎．

゜
科研黄等研究助成事稟

〇特るいブ財別もをく実務補のた部助かめお．． にのら竿つは事●極業い●て的の、にピ取実ッ施クり組アしてめッ

•・財字務務郎部：： ◎ 0 
項東経特も・京済授別学・的有●補務-.明●料助蔀●免●の讀｛除対家大の象計学対と急授象な変●者るを．料に含免拡む除大）に等しよ規たる則こ授のと●改か料正ら納、を入行新困いた難．9こ者 Q奨者象大財学にへと務費加すの取部にえる、お、相こ学経零いと•済怖てに-.学的よ●●る成●補績者助優金を秀灯拡

•財務部： c 財務部
頃学内オ務ワ部ー、ク学ス務タ通アイ事業につ 学頃内務ワ郎ー、ク字ス務ク門.,.ィ事集の芸

国務面；字務郎

・学務部；〇

東経別学減も・京済授補学業免的割布●助務成明理料部績度を医●優由●の療9●得秀内●大ので者容It学対割きを急授象度充た変．●者実をを見料にさ含●拡直せむ●大たし）に．等、しよ規経たる則済こ授の●と業改か●料正者ら納新のを入行授た困いな●●．特料者

●組可能事項の検討．

施中充い．途て足実退事施学ので者上の昇き（退減なにい加少伴か）1う：：：補のよ検助る討定金実員の

篇．

I 経常貧補助金の増加

特めし別、、●結申助慎果的をを受断に念けはる申し1たた9．めの．基鋭準意点検数討に遠を行しっなかた．ったしかた
増減亭を向上させる．

外部資金の猿得

0理外た●．部め頚3字賣お、作科金若よ成手の指びデ、教導ー外員を部実タに対ベ資施．ー●しス●て整得●の請 ゜ 蒻●むまての）、た資科若学に金●積手科●極研内9競公的究の争募者教に的要参の授賣領加作に●説成よし）明たりし会指のた9獲9科導（1得採●が27択行の●開経●わた●め験頂れ）に者古た．． 、の類財●に告対務部をし含主 0引ベ金施し・ー獲てき3学続得ス申慎科整のき、理古た外．顛め部お、作若成資よ手金指びの、●導外デ員をー郎に実資対タ

．鍼灸学科 0 
|U引き3学続科き｀外部資金のデータ

03学科 03学科

・・ ●●整●学学科科 ： ： 0 0 0引ペーき3学続ス科整き`理外．部資金のデータ 引き続き｀外部資金のデータ 引き紐き、外部資金のデータ

および＂外祁資 ペース整理．および外部資 ペース整理．およびし外部資 ペース竪理．および｀外部資

金獲得●慎のため顛、作若成手指教導●に対 金し整て得申請のたぬ作若成手指教員に対
金猿得のため、若手教員に対 金喪得のため＊若手教員に対

施し．て古 を実 施して． i!I頬 導を実 施して．申請i!I傾作成指導を実 施し•て申請因類作成憎導を実

財政基盤の安定

2 外ス金の部整の推●理累奨●お得のよにデび向ー●け●たタ的ペ応ー資募

0・ ・学用•3学"．内科“特作別成研相究互費協の力有．効な運 ． 鍼●君整灸設学学学科科れ： 0 
コ指特特申中・・（鍼●埠●柔別•別う灸口道研設研をとち学の整究学究1もし名科作、採復費科費は成択字のへ2教●に名科のさ育のれ●応当改教●たたに革．員対をり●必が行し進●竿てっ賣に内、た1．応特積が別極じ採て研的択祖究にさ互責応れ協募をた力申し．●ま、4たし名面は

0引き3学科 ．鍼灸学科： 0 ・鍼灸学科 03学科 |0引3き学続科き o引きa学続科き Q3学科

. . ：:◎ o 統き ・・ 柔君整桟学学科科 ： ＠ 申槙l!1の作成1こ当たり必要に応じて祖互協力または 引き続き
引き続き

申請口作成祖互協力． :0 

指特の●特・・導教●別2•別名員道研Hを研·●.が究究し•学、復費＂貧続内学の1へ2名●特科の名の別集応）若研界にが手対究を採教費行択し員てをっさが●．たれ科得楼．た碩極．し賣的た基．に整応研葬究9.C4.名2（名新
・申楕＄作成相互協力． ，申講古作成相互協力． ・申ll!Z作成相瓦協力． ・申慎囚作成相互溢力．

・学内特別研究黄の有効な運 ・学内特別研究費の有効な運 学内特別研究費の有効な運 ・学内特別研究費の有効な運 ・学内特別研究賣の有効な連

用． 用． 用． 用． 用．

3 学内持別研究費

項芋珊科究肋共学同成科研究費による萌芽的 ゜ 2り件` 研の究研究助成を採を択行っし．た・学届云―同研究費の配分によ
〇引よ看きる錢設翡学芽も科的学研科究助共同成・研究費1ニ 0 

3研件究の助研成究をを行採っ択たし．｀学科共同研究費の配分により、
〇引よ看きる設続翡学芽も科的学研科究助共同成•研究費に

じ●該学科 6看謹百科
戸引き続郡き` ー学科共同研究費1ニ

教のる学員萌研科芽究共的の同研推究研追究●の費成にためよ

引き続き｀学科共同研究賣1こ 引き続き｀学科共同研究費1こ

4 

よる萌芽的研究助咸．． よる萌芽的研究助成． よる萌芽的研究助成

／／ I ／ 
0授成集3字数科／遠に基づく教員の再捻 ． 鍼柔●整該灸●●学科科科： x 

本本技体授．・・ 鍼年●年科胄•●9 度道度灸護数目を学学整！9はにと9泊科再復再関る科に学．ほ撲し基成科成てづににはく至至、教補らら員助ななのかか教再っっ員構たたに築．がよを、る行次サっ年ポた度ー．よトをり、行突う
03学科

0引き3学紐科き｀授業数／週に基づく
03字科 03学科

. ： 0 

引教目るぼき員にサ綾関の凛ポ再箪ーきし、構復てト授学成はを・●科、行●追補う．1加助週教）に実員基技にづ科よく

引き級き｀授業数／還に基づく 引き続き、授藁数／濶に基づく

・：◎ 教員の再樗成心 教員の再構成。 教員の再構成＊

5 教員

人件賣の抑●

〇令．法和．人の2本年動●ま向でをの見極3年め間る．、学生 0 
学生確保の動向の確認した・

〇め弓年1法間9る．人紐、本学9部．生令確和保の2年勤ま向でを見の榎3 〇
令足注和視を達元し年成て度いしに，おいては'3学科全て！こ荘，確で保での歪勤員充

〇法人本● 0百亨• 〇法人本• 〇法人本部

た＜．． 引き紐き次年度も学生 勤向を 年引き間続学也生令確和保の2年動ま向でをの見極3 過に基去づ3年き、問の人学件生費確の保抑制の状策況に
過去4年間の学生確保の状況 引き続き｀過去5年関の学生

， 人件●の抑●I
に基づき｀人件費の抑糾策を 確保の状況に基づき、人件費

める． ついて検討を開沿する． 実施する． の抑利策を実施する．

11 



PDCAサイクル表（中長期計画・ 2018-2023年度分）

大項目 I 中項目 I 小項目

11 I I鴎入単●の見直し

●件費の削減

財政基盤の安定

口璽二□□〗已：［言喜；1四藝位 1巳：ii2~；匡忙：日岸
また、各部門との9青入物品についてのヒアリングに
ついても実施できなかった．

や財務● I云
一般管嘩賣における契約内容
等の見直しを実施•また、経
賣節減計画の策定。

一般管理費の契約兒•
し及び経費節減の実
施▼中●計画期間の最
終年度までの目標ー一
般管理経費5％削減

翌忠霊悶嗜踪出悶盟翌を 1温悶，こ基づき、一般管理
かった． 費の削減推進。

9追加）
施段・設備について99．●存
の●●9二こだわらずN口等で
黛者を選定し、複数の秦者か
ら見積りを依頼し、品閃等を
併せて業者を選定する．

財務部 〇
ぶ唇ついて年9から九91みらいエ妙ーヘの 1は塁翌引き続き 般管理 1孟悶茫引き続き一般管理 1澁翌引き続き一般管理 1臼悶苔91き続き一般管理 I
切●を図り契約●●の減少を図ることができた． 費の削減●進． 費の削減僅進． 費の削減推進． 責の削減●道．

余裕●の活用 I現預金の硫保と活用
温；；悶用にあたっては、 10 
安全●に筐意し有利な条件で
：の運用を実施・

l l ,  
OI R委員会

大学の適切な運営実施
前年度設置された 1R委員会

のために IR委員会を
を活用し、 I R委員会が関係
部者と連携の上、データ収

ガバナンスの強化 1
活用し、学内外の様々
なデータの収集、分

集、分析、可視化を行い、学

析｀可視化を行い、学
長の意思決定を支援．

長の雹思決定を支援．

9 19頭韮
l全教職員に対し、研究費翌得
前、●得後の研究実施、研究
費配分後の収x曾堪に区分し
て研修を実施する．更にそれ
ぞれのテーマにおいて当該年

教識員等を対象に研究 度における置点謀●を相互共
不正防止を目的とした 有することで、全学的な不正
倫理観や●任感を培ぅ 防止策を目指す． （当年度は
ため、研究活動を通し ●得前の研究不正を璽点課題
て全方位的な不正防止 とする．）
●への政組について周
知●●を継紐実施す
る．

Co 

運用規定の見直しを中心に． 運用金●の上限の投 法人部

芦噂温悶：翌悶魯翡窃:9|〗士：塁醤翌認＇捻
10 

具体●を検討した． 和1な条件での運用を実施・

前年度に設置された全学的部濯9こよる教職員が委員 Ol R委員会
として楕成されたlR委員会において、前年度において引き続き、 9R委員会を活用

虚応雲悶翌叫叫 1占茫匹如
した． 可視化を行い、学長の●●決

定を支揖．

9学外研究における委員会や内●●査る歪面函実施や 〇●務99 |5 
●●●は、内部統制9こおいて十分櫨能している．今 学内研究費・学外研究賣を•
後も研究不正に対する研究実施者及びチェック者の わず、日々の会It処理を通じ
レペルアッブを図りながら不正防止を●紐してい て、会計上の不正項目を誘発
＜． するような問題点を財務部内

で共●●討、その上で学内周
知し、不正防止を目指す．

向直配・.が不透明な部分も多く．余り積極的 U法人本部 法人本部 法人本部 法人ぷ面

な遅用は行っていない． ――--｀翌．悶翻翡tt髯翌．塁塁言悶翡tt薗翌．翌名諜芸；屑出謬¢翡't:
利な条件での運用を実施． 利な条件での運用を実施． 利な条件での運用を実施． 和1な条件での運用を実施．

゜
全学●●●による教●●により情成するlR委員会を開 09R●●● 9 R委員会 Ol R委員会 09 R委員会
●し、前年度においても●●した字修行動訓査を更 引き給き． R委員会を活用 引き絞き` R委員会を活用 引き絨き、 R委員会を活用 引き紐き、 9R委員会を活用叫；；；出叫•（特琴ぶ品鴇 Iim竺宍均乙-|品':？拿字• i品9乞守翡？
月13日（金）とする●玉案を●定した． 可視化を行い、学長の●●決 可視化を行い、字長の意思決 可視化を行い、学長の意思決 可視化を行い、学長の意思決

定を支援． 定を支援． 定を支援． 定を支援．

△ 

内部紐91の弧化
業務運営の改●.

92 
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原則月1回、監事と事す『局各部が監事の求める平成2 0事務局 10 
9年度における●占に寄項目「二ついてのフォロー 919続き、監事との胃田刊・

ば盆認蹂芍ヰ血？宝：;1計悶盟比翌盟
情●等を遠やかに提供する体制を慣築していふ 事の職務遂行を支援．監査●

果や意見については、学内で
共有化するとともに、大学業
．の適正化や効寧化のため「こ
速やかに改善策を実誨．

詈嗚三雷闘瓢瓢旦喜
ては、各研究者が研究只任者
であるという自寛のもと．客
観的チェックを継続してい
＜．また多くの研究者は前匝l
の•-9ーニング実施から5年を
経過しており、受講して再•
覚して頂く．

語華詈翌互詈゚ II讐［鴫讐屠讐層聾
←---|Qアドミッションセンタ— lo |四蔀=戸....示している．
国家試験結果、学生の 国家試験結果・学生の進路・大
進路先、大字イペント 学イベント等の公表．

の公表

戦略的な広報体●
の●立 1 1i)アドミッションセンター I• 

教員の活動に関する公
教員の活動に関する公表．

衷

ニ□叫゚ 戸テデ珈示している． 賃は孟盃盃こ昇互口盃己云冨は溢益猛元溢芦出后
ざ玲大字イベント等の公 B．道踏・大学イペント等の公 I~皿·大学イペント等の公 g．進路・大学イペント等の公 しこ；□；の公

t9霜認言叫芦霊名 1叩叫溢品す IO
らい公開している．加えて・ •履学研究科では各研 る公表．
究領域の紹介をH'で実施している．

?:：：：i;:•K:i色盆：i：：iti;ii |］ii.；ツ；；iる芦6 各mす l~Il.；ッ；；る；ヽtiす I~’;；;益ヽ：iす Iiii;ッ;；るほ；；:閲す
究●坂の紹介をげで実施している．
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PDCAサイクル表（中長期計画・ 2018-2023年度分）

大項且 中項目 小項目 2018年度
―実施結果

2019年度
実果 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

評価9nn.AXl コメジ｝ "frfli (anぶぷl コン

i 情報公閉 ソーシャルメディア
/ 10 文枚務表科●情し研報省て及究．い上びをる分．払の字基か●憂り的●や●すな情かく加報らの．工指2し．修導て学ホも上ーあのムる情-ペ骰ーと等かジ．でら3、公財9. 

／／／’し
I却教務青情省研籟及究、び上を分私の字基か●礎り●的や団なす情かく加報らの、工指2し・修導て李ホも上あーのムる情こペ籍ーと等かジ、でら3、公財' 学ッ科`ナ情ー繰等の発信の開治．
表している．

〇サ職めテイにム情員ド、(で1Cコ9＂Mなセン夏Sくンテ)新てのタン作も導ーツで業入マきををネる情検ジよ骰メ討うンセ二．トすンシタるスーた ◎ 

計込画み通となり実った施．し` 2019年度にCMSの導入に着手できる見 QCM●S●導セ入ンにタ●ー手．
． CMSの基本設計とフログラム作成が完了 L..t~

|⑪勺ギ胄報澤セ入ンにタ着ー手． |⑳C9や報噂セ入ン完タ了ー． 〇CM禰S磁導セ入ン効タ果ーを検証。

； 業務運営の改善
Webサイト 更新作業の効寧化

87 ／ ／ ／ 
噴9（業C例T務・各導●省穫入セ力に●ン化よ鵡タのるーの検ペ電討ー子．バ化ー）レス化、 ◎ 賣DトT二ーム料本シ及をス学収びテの~集ム決費しを載用導稟対シ入務ス効しのテ果てlムCに効にTつ寧化おい化でいてはをて●行、も査多、っ9検く0てのT討い化企をるが棄行事行がっがえワたわるー．かかクっシフス 〇9検二蓬●討手●した．セ舷ン●ターに基づき、取り緒み ⑳業．の務描藉省進セ力ン．化タのーためのシステム● IOシス情テ●ムセ導ン入ター完了． 5シス面テ輯ムセ導ン入ターの効果を検証．

， 教化職員の業務省力 に化T導入による業務省力

I 外用●評●●関の活 に日本よ高る認等教証膏評価評●受審●●  ／ ー／ ／ ／ ／ /／／  〇認Bを全本証改学高評善等価に●を向●受け評審●●●し、活●構そ用のすによ結る．果る

自己点検・評伍

実中つて会実を期、●中施いでlす心適．て自t●、己切ると、各点となし年部核た●と度署評●も・9●管計にに9価学理画お委長員「いををこ
〇回員，，6評月会計を●●まで回●で定追の●遂●に会行中年状度．、悶況総It計を管務回画●、理は年評し度濃価It委実 ● 

期実会会月2し計にに9た02 こ画拉．おお16 をいい日8し年てて開進2度●審催め0か定溢のる1の大たら8し年●、上め2同、9、061月決●今年2定委後372年月員の9し度会日た日2．ま●租に0で●や日そお進のの●のい大●後て●9学年の、、状評大間同計況学の●年画を●協中を確1瀑齊長員認0 
〇て管引評、理き価続評し委価●き、員●●会年●な．度●計総Itが画務●進の部●遂につ状行況．いを c 学令た0．和協1温元そ9年会年の6度結を月開以果か●●にらの基し9．計づ月画き29こ．にか0令つけ9和い9て年て元大度、年学の確評7実認月価施委2・状審5員温況会日及開を及行催びびっの大2 〇引て管評`理き価絡評し委●遷き、実員委会年員な、度会計絵計が画進務画の捗遂郎につ状行．況いを

|°引評き価続委き`員会年、度総It務回部につい 0引1き平価紐委き、員会年、度給計務画部「こつい 〇引評き価続委き崎員会年度、総"務回●につい

， 実自己施点検・評●の

て管、理評し伍着実委員な会計が画進の捗遂行状．況を て管、理評し●●委実員な会計が国追の●遂状行．況を て管、理評し着価委実員な会Itが函進の捗返状行況．を

学校法人花田学園理事会「＝箔り｀遍実なIt画ll)遂行
を行った．

Fの！検竪討．竺ションうポの印 ゜ 学討め生、を軟行再育検っ用討たががシ、必ミ整要ュ●レー計画シに日つンい・てラ、ポの工整事傭期計間画を含の検 〇学●生該教学育科
已ト 2の0整20備年計度固の立実案施と1こ見向直けしてを`  シミュレ ション・ラポ 〇引看き続護学色科シミュレーション |⑳引き続設学き科、シミュレーション

〇奢穫学科 項●字9斗

ポシのミュ整●レー及シび●ョ●ン活・用ラ

行った． 引き続き｀シミュレーション 引き航き＊シミュレーション

） である．
ン ラポ用の整シ備ミItュ回レーの見シ直ョし ラボの運用・評価． ラボの運用評価． うポの連用・評価． ラボの運用評価．

ドし四状門況のに的の確硯な況把●樫査．を実施 。 点要環●境な結●の果所整●にを基つを行にい施てっ設ばた設適．禰宜す修5硯繕状を実を●施●し、9こ把キ●ャンし、パ必ス Q前理総年It務度画及●の調び査予●に基It回づのく保●守定．● 0 
点検結果を基つを行にい施てっ設はた骰適．宣備の修現繕状を実を的施確し`l：：：把キ捐し、 必 〇保総守務管部理計画に基づき｀優先 噂前年度務部に引き綬色計画を推 〇前総年務度部に引き紐き It画を推

〇紺務部

既霰保維に存．守持よ施そ管保る設状の理全況結計を・設の果画推●的進にを．の確基●●なづ定憂把くし

嬰な箇所1：： ャンパス 前年度1：：引き続き、計画を推
環填の整備 度施．の高いものから整備等の実 進． 這． 進．

l 

Q年繕策総作定1回・務業の郎の防実、災財施設務及●部び点修検繕IこItよ画るの修 〇 点所定で検にきしのつるた結．●い果所て・に992つ．か関い所て係には●●対者●処とが協し見、湛つ●のか繕上り工、．事修閲の繕易必計的要画になを解策• -決-
5定及必施る・総期要びた務●点にめ郎●応年の実変準じ施た化●施及と「こ設迅びと速設点も備検にに、対のを常故応実● す9こ

6 
点かし●っ、の必た結屡た果めに、、応22じ00た2190対年年応度度をは以行故降え直、る等引よのきう異続、常き準が点備確検す認をる実で・施きな 〇引も総きに務紐、郎常き、、に財定必務期要罪点に検応実じ●た施と設と I°引も総き「二務統、常部き、、に財定必務期聾郎点9こ検応実じ施た施と設と 〇引も総き「こ務紐、●常9、、に財定必務嬰期部点に検応実じ施た施と泣と|gも字に、常：に盟必聾品に応実じ施た施と設と

1 防災設備
た．

設返点備検に対のを応故実●す施及．るたび経め年の変準化備及に迅び 遠設点備●に対のを応実故障す施及．るたび経め年の変準化備及に迅び 速設点備検に対のを故応実●す施及．るびた経め年の変●化●及に迅び
設速備にの対故応陣す及るびた軽め年の●変化●及「こ迅び

点検を実施．

饂の策定五．実施及甜芦゜

盃かし●、っの必た結要た果めに，、応2'じ0"た989対年年応度度を9以9行故降え・-、る啄99よ百きう翼続、面き●が点●確検す認をるで実．施きな

己 定箪る総期た務点め部検の実準施備及とびと翌点も検に、零を常●に ゜

点検の結要た果めに、、応22じ00た2190対年年応度度をは以行故降え障`る等引よのきう異続`常き準が点備藉検す稔をるで実．施きな

〇速引骰点も●備検きにに●紐、対のを● 常故応実き、障す施に定必及．る期畏びた点経めに検応年の実変●じ施化●た及施にと設迅とび 直速引設点も備検きにに務続、対のを● 常故応実き、●す施に定必及．る期要びた点経にめ●応年の実変準じ施化備た施に及と設迅とび 〇速引設点も鯰●検きにに務続、対のを郎常故応実き、障す施に定必及．る期●びた点経にめ検応年の実変●じ施化●た及施にと迅設とび

〇引も総き「こ務続` 常●き、に定必期●点に検応実じ施た施と設とかった

し、必

＇ 
衛生餃備 遠設点●検にの対を応故実●す施及．るびた●め年の準変化備及に迅び

2年よ汁総西9る回修務のの郎繕●電、作定気財．業設務の備実99点施検及にびよ修る繕に 0 点かし検、っ必のた結要た果めに、応．22じ00た9989対年年応度度をは以行故降え●、る●引よのきう●絞、●き●が点●確検す認をる実で．施きな

〇定必及嵐る期嬰びた再点経めに油検応年の実変●じ施化●た施及にと設迅とび設速点も備検にに、の対を常故応実陣すに 〇

点かし検`っ必のた結要た果め1：：し応2019年度は薮降テえ藷`る寄引tよき漬う統濡土き準が点備検確す認をるで実．施きな
〇速引設点も総●●きにに務紐、の対を部常故応実き、●す施に定．必及る期要びた点●にめ応●年の実変準じ施化●た施に及と投迅とび

Q引も総きに続務、部常き、に定必期●点に●応実じ施た施と設と
〇引設速点も鯰備検きにに務続対、のを部常故応実き．●す施に・定必及る期要びた点●にめ●応年の●変準じ●化●た施に及と設迅とび Q引設速も総備きにに務続、対の●常故応き、●すに定必及る要期びた点経めに検応年の実変●じ施化備た施及9と二設迅とび

9じ0た20対年応度を以行降え` ・ 。

｀ キ●ャ●ンパ●●ス理整 キャンパスの総合 電気設備 速設点も備検にに、の対を故応実障す施．及るびた経め年の変準化備9及こ迅び

整儀

速に対

点検を実籍．

屑暉如i 点め●き検●点ら検のれす結たをる実．果た、め施設．し禰修、の絹必一要を実部に施応「こ経。じ2年た0劣＂99化応年にを度行よ以るえ降故る．障よ9がlうき比． 続
〇定必及嵐る紀期要びた務点経めに部●応年の実変●じ施化●た施及にと迅設とび設速点もに●に検、の対を常●応実陣9すこ 〇

点め準き●点●らのれ●す結たをる果実．た．め施●、し●●、必の繕一要を実部に施応に経．じ2年た0劣対20化応年にを度行よ以るえ降故る、●よ引がっこ認、統

〇引設返点も総に●に●き続務、の対を部常●応実き`陣施にす．定必及る期嬰びた点に舒め検応年の実準変じ施化●た施及とに霞迅びと 噂餃速点引もきに●に検絞務、の対を部常故応実き、障にす施・定必及る期嬰びた点に●め●応年の実変準じ施化●た施及と「こ設迅びと 〇設返引点も総に●に●き級務、の対を郎常故応実き、陣にす施定必及．る期要びた点に経め検応年の実変準じ施●た化●及とIこ投迅とび

〇引も繕きに続●、部常き、に定必期●点に検応実じ施た施と設と

； ●築設備 ●速点●検に対のを●応実●施す．及るびた経め年の変●化●及に迅び

5 

胃直暑［●信●管費理委員会•、尽防悶災対悶策 〇
本定度部見きを字進科や直さも学のれ見他めし危て直省大をて学行.. のいいし... ●のるばるう．行定必．ママ鼓わ＝要し三定れがたュュ以て危アあア●●ルいるル管なをこ7理は年い収と、集かをこマ平経ニとらし成週．ュたそそアれと2しれルてこに4年にの向いろ加作全るけ3月が成国えて9、、手的●こ● 一文弓な● 9 °委理に●・・’員問教進マし・い●題危ニ職．、筐点機ュ員理総管ア等を委務踏理ルへ体員●ま等の会制周えを、知たを改防安構訂・災全築●と対筐． ●と策もを 0 既ル情一をジる行存等報にた郎の旦掲め見をっ安改が載、直た定．全少最さし誓すなれ筋をし理ての進るかくた、情めいし・危め、ま報るた橿．策情たがも前定管、報得の理年例のにもら体度繁れ完あえ●にば定な成た9他●かを引っま見大●きてっで紐学直参年たは考．至きのをし．情紅ホそとっマ報すー過のてニム結のるいし収ュぺベて果なア● ー、いく

〇委必管著危理．員●諄橿体に管、応19理総やじ委務、マ部安員ニ会全ュ．管ア而理ル炭等・対危を漿機改 5委必管善要理．危員機ほ体に管．応制理総やじ委務、マ郎安員ニ会全ュ、管ア防理ル災等・対危を策● 改 〇委必管著理．危員●諜機体に管．応19理給やじ委務、マ員部安ニ会全ュ．管ア●理ル災等・対危を策機改 〇委必管善危要理．員課体●に菅．応制理．やじ．委．マ員．安ニ会全ュ、蓄ア防理ル災等・対危を策● 改

ぃ．

〇震委危員災復会時管な面どtに頁対会、 防災対築 〇 現在, 2Lの水を 552玉備｀している．
戸引る備き続苫．＂き、 委霊員会、 防災対第 0 現まと前在た．． 向緋き2L泄にの●検水討処を理し5用て5品い2をる本偏．●え●るしこてといをる木．前や●●長 〇委引危員き様会続管き理` 震委員会， 防災対策 〇委引る危員備き横会紐冨晉頑濱員会｀ 防災対策

〇危檀萱理委員会員防災対第 ざ呻委員会防災対策

1 •• する備蓄 災峙などに対す 災時などに対す 冨．き｀震災時などに対す
委引員き会続き、震災時などに対す 委9［員き会続き、震災時などに対す

る備蓄． る備蓄． る備蓄．

／ ／  ／ ／ 
〇守討．事衛務.局防犯カメラの設置を検 0 防上固者犯かをさ経れカら週見てメ積ラいしはてな開おい学なり時．どにカ直不．メ置具入ラての合れ7劣が替た化生えめやにじ、て向レすコいけでーてる●にダた90年以 0引え事きを務紐検局討き防犯カメラの入れ彗

B 守衛＊防犯カメラ
もりを取のり ーめ討が`し餞2て栗

いる．

13 



PDCAサイクル表（中長期計画・ 2018-2023年度分）

大項目 中項目 小項目 2018年度
実果

2019年度
実果

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
評価mo．ふX9 コメント 評価{no凸心9 コメント

/ ／  ／／  ／ 
U＝重•柑化セ技ン術タのー●得． 1v 字化Aをz学を内“行習•ファBいしaイた、cル災k．叩サ●．ー時oパ9の5kに情tおo報けo資'るsk度●9のo人安T情a全p報•化・B栗をac●図ku●るo．の●M実の9C現rニo方s●o法f9 業者と1貧セ用ンタのーIJll奎開始． 戸手．を決め着I;tt窃；こ璽化を完成。

3 字管外・ニへ重の化●務データ保

100 ) 研究環墳の整債 ／ ／ ／ ／ ----- 0研討究．3学環科境、の財充務実部に~関学す務る検郎

10 

902 

／／  ／ ／ 〇大実ず可の学学施●か99生●性の上ら委施の内、順員設9の実次9会約要施取整備が望司り●組にあをは整性んる予理のでた江高めゆし上．実いく． 現． まも 〇

昨め支た実．年援施に9二璽引●●点き続でを置きあ検るく討方と判向し断でたが今し、、後施サ検設ー討的クしなルて●活い的動くのもこ活あと性ると化たし I~サー生ク委ル検員活討会． 動の活性化支援I: C引性学化き生続支委援き、員に会サつーいてク検ル活討動．の活
Q学生委員苓 C 生委員会

課保外活動団体の部室確

ついて
引性化き続支援き`1：：サつーいクてル検活討．動の活 性引化き続支援き`にサつーいてクル検活討．勤の活

I 
キャンパ轄ス備の総合

5馴無椋奎湘`・有検セ線討ンLタ．AーNの塾債1二関する 0 細か度計し葦画検を討・2検0白を討1紐し9を直年に行す度戻い必予し、、要2整2がに0備2あみに0ると年必．め度屡ら以なれ●予なに＃か整可っ5備た19をたを行め行う、っItそたの画．たでめ再し
〇無調江場遅情線査の合らせ問は帷・、有検るセ題、線．整討ンでし債をタ復Aー引をN材の2きを0整紐2鴎備0き入年実にで度関施き以す。な予降るいlニ• ＠ 

2寅0定20し年、度予中江に•基"幹をネ行ッっウた．—クを更新する具体的な案を

〇学ト使閉高ワ情内用学速ー●すで可時ク安セぺ．1よ有ンり定て線使タのし用山ー、●かしN殺て汝つでき高整のたセ備無基キ完●幹ュ了LネリA． N ッ 〇現が円対ウォ終情在滑外ー骰接了な接ルすセ続移続のンる行し用次タて年をのー期い度実ルるの，蔦ー回次仕．タ●期様・フISをSNァ1磋N日イE定ア9へ5，1 の
6次接ルの期続更•S用lぼ新セのンTルをへタ完ーーのタ了移・．フ行ァおイよアびウ対ォー外

ネットワー9関係の整傭

テ対ウォィ外なー接対ル続外の用更接の斯続9レのをー検維タ持討・フすをァ開るイた始アめ．、

103 

5鍼よ婿灸る治地属磁療域姿体協モ験力ア．や●ター●相該等に 0 
百校体にン99常生9験行タ9酋月0ーをやっ月8対ま●た日2及象●．つ）7相と、り,訣ン有し29 タた1を明80ー治附祭月9療●に）1り4体よ●な日'験灸る"ど）外、セの、月大来ンイ豊"藝学タペ洲日療ー祭ンフ）や9と9ェト、地と当にス古域軟もおテ石にの員いイ場、運をてバ文中動中治ル化心高会療セ

〇●引相き只続訣-..-等き灸、にセ鍼よ灸ンる地タ9ー●域体協験力や．● 0 

校ま2の相日Ba9常生駁9つ）鍼aの、．灸ををり)鍼対有隕Nスブ(H象明9ー属灸ポK月サセ祭ース鍼と1イのツ灸ンりし日エ医た出セタ）( 治ー科店9ンン、0療ス学、にタ豊月●スーよなフ洲93験タ担るェどフ日外．ジスに当ェ）大ア来テお教ス、学診ムい員テイ古療祭9パてを石イ0ル治中とパ9場(9療心と9ル文(9(体2にも月化9月(2験に行39セ月9,0、やっ6月7ン4日中、●た2タ）6．高8● ー. で― 

〇康引付相き続属談磁等き冤、にモ鍼よ灸るン治地ター療域体協験力．や● 〇●引附●き紐●枝●等き、灸にセ●よンター Q●引厨●き属続該る等き蚕、に鍼灸ン治タ療体験や● 澤引き絡諷鰭き~灸セ鍼灸ン治タ療ー体験や健灸治●体験や●
る地域協力． よる地域協力． 康相該等による地域協力．

l 

104 

10 

0研者違面究等携ー．・に附る関●灸連鍼セし灸たンセ医タンー●タ機ー関●と院の• 0 
聖行路っ加た．国際病院等他の医療機関と患者の相互依頼を C療引夕―機き●紐関•●戸きと灸．の●セ研●連究携等ン．タに附ー関属連鍼し灸たセ•ン 0 聖依ク・路顛加東を邦行国際大っ病学た院大、●病まつ院等しま他●の隣●、●褪ひ閲もると●ぎ者クのリニ相互ッ

〇療引タ附ー機き紐累来関鍼院きと灸．患のセ研●連究等携ン・．にタ附ー関●連鍼し灸たセ医ン 噴●引ター●き続屎来閲磁院きと灸、患のセ研者遠究等携ン•．にタ附ー閲●週鍼し灸たセ医ン 〇引ター附き続犀来鍼院き灸、患セ研者連究等携ン•．にタ俯ー関属連鍼し灸たセ医ン
c:≫iflillii灸センタ
引き続き、研究・附属鍼灸セン

， 
ター来院患者等に関連した医

閑属鍼灸センター

療機関との 寮褪閲との違携．

社勧会の揖貫献• ・文化活 〇隕公附●開●●講鍼座●灸セ等セインペンタータンーのト地●域●●向け 0 
大鍼学灸内に閲や地す域るの情イ報ベを発ン信トにしお啓蒙いて活治動械を社行面っ社た．ともに

〇引のト附地開き震統域催．鍼向9灸．け●公セ●開ン鍼●ター●灸セ等インペターン 0 
大石字湯祭文化(セ¥1月ン3タ.ー4ま日つ） り` 有(）9明螂月祭713サり)・ (1、0皇月洲13フ日ェ）ス、古

〇附悶鍼灸センター oo哀鍼灸センター 〇附虞鍼灸センター 5百逗鍼灸センター
引の地き紐絨向き、け哨公屈開鍼講座灸セ等インペターン

引き続き｀附露鍼灸センター 引き統き、閉露鍼灸センター 引き続き、附属鍼灸センター

テイパル (10月26、2？日 イエンススタジア の地域向け公閉講座等イベン の地騒向け公1!!1講座等イペン の地域向It公閉講座等イベン

ムバ内に2関ルや0地す9(92域る月(の情912イ報6月日ペを9）発,ンで信8ト日のにし）鍼お啓、灸い蒙スブ活てポー治動ース賽をツの体行●出験っ科店たと学、．とフなーもェど枝にスの鍼のテ大灸ゆ学ィ

ト開筐． ト99饉． ト開儘． ト閉筐．

， キ備ャ・危ンパ機管ス理整

学啓めん当財摩教発を団員会マを、場行主ッ●サ研っとのー修たし生てジ「9一指等開9月枝圧が催9の中コし9日心地ゆン）めテ域と．スな住フ民ェりト」協スに9力手タこ2鍼す技0療灸る99セ法とのンと第●タも2回ーに●あ担本● 

10 
項区民瓜公浮開貞•庄閉●準備 ゜ 愛策定薔1二ついての検い討なをい．行ったが｀まだ貝体函f面の Q●践字科 ． 君た．餞学科：近隣住民を対象に｀儲康教室を開催し I゚引君き謹続学き科区民公開講座の開 〇引磁看き設続学き科` 区民公開講座の開 e●設●科 〇引看き謹紐学も科区民公開講座の開

； 区民公開講座の開催
には至って 区民公開訊座の開催 引き続き｀区民公閉講座の1111.. ●, .. 

107 
3様討●シ・．附患、ー●●者新保●接がた設の●安な促を心道セ人さ・9患ンをしらオての者検タに―翌討来の配三．院用ブでをラし検きイた環バる • 

柔療のの溺●スブ位術ペラー●にイ師当スパのたはシ資っ、ー格てパ保ー護をい持テにしつー十教分まシ員配たョ●慮おンよ●でし所隔てび大内てい学にてる．隣おお生けりが、る患各●治者者一

〇来登墳シ・・附院用ー整9引1瓜．きで保●き続●続護のき促●きるきを、セ様．進さ患、患．ンら新タ者者にーがの配た安な慮ブ心人ラし材イたしてバ環の ◎ 

采療のの這施スブ藍術ペう復にーイ師当スパのたはシ貴っ、ー格てパ保ー護をい持るテ9こ．つー十軟分まシ員●たョ●●おンよ●でし所●てび大内てい学にてる．隣おお生けり、がる●各患迫治者 〇登来・阻引院用累．きで絨接き骨きる、様セ患、ン者新ターがた●な心人村しての 〇来む・隕引咲用●．きで紐●き骨きる、様セ患、ン者新ター 5来●・雨引院用●．きで綾●き骨きる．9セ9患．ン者鋲タがた安な心人9し1てのが安心して 〇来・附引院属でき続●き骨きるセ、様`患ン者新ターがた安な心人して
たな人材の 材の

， 附の孟充実接骨センター 人的・設備環境の整備
●用．

境シ・引ー整保債き続11の促色を進さ、患ら者に配の虚プラしイパ ・引き保!11i駁Uの促きを、道さ．患ら者に配の慮ブラしイパ 境シ・引ー整保償き続穫の促きを、進さ・患ら者に配の三ブラしイた11パ
・引き紐さ患者のプライバ

た遭 墳シー整 た環 シー保設をさらに配慮した環
境整●の促進．

108 ／ ／／ / 戸サためー移パの行ラを芸イ実セ元施ン．スー契シ約ョンが用終の了の ゜

ラ約イをセ延ン長スし契た約．の廷長が認められたため，移行をせずに契 I°の認検惰証討I墓Iセを盤●ン．フタ始ーァ．イルサーバの更斯 ⑳もター 芦を完7.i翌；イルサーバの更新
， サーパの監偏

に認着証手基．盤こファイルサーパの更斯

109 ／ ／ ー 〇W学Wm叫情内d報oすowwべセss91ンての0タの9二サーW移ポin行ーdo．トw終sマ了シにン債をえ ◎ 

すぺてのWindowsマシンをWridowslOに移行した．
〇w及,情nびd次報ow●セsン1W0タnのdーサowポs「ーこ閲ト終す了る時訊翔査 Q引終する情き了調続骰時査きセ期．実ン及wタ施び,nー． d次ow期s新90団のoサwポsにー閲ト

〇情報センター

〇引終情き了続●時きセ期．ン及wタびnーd次ow期5W90nのdoサwポsにー関ト
， 職藍員債の●●用PCの

引納き7続時き期、及Vhびnd次ow期sW10OOのoサwポsにー関ト

実施． する●●実施． する●●実誨．

11 
0開彗社学えに時根つセよいりン使てタ用検ー討して．いる代の入れ
． 2を0決19め年た度．予はを確保し｀メーカー仕紅見積もり藁者等

〇台入情●れの報替削セえンを減タ実もー視施野◆に入れ．PCの ◎ 
7え1た台の入れ替えは終了Uニ牽蛋i二1が好評で利用者が増

〇開情学設時セよンり使ター用しているカコジェク 〇プロ情ジ骰ェセクンタのタ入れ●えを実施．

， コンピュータ教室 老ぇ朽化した●●の入れ替 タの入れ替えを検討．

11 

〇●渭情的理穀型方セ攻法ン撃にタメ関ーーすルる対●策義パのス実ワ施―・ ◎ 
に元掲99載年し2、月周に知●し員た．向注け意に●喚起●すを実るこ施としが、出資来料たを．ポ タル

Qセ●シスキ情職テュ●員1ム斤セ学整ン生ィ●タ●にーを●注実情意施1喚9・を起収・教集育しし、 5 
サイバ 攻撃について情報収意集喚1起よ十l：：分ついでてきた、訓．；；査隔検講討習す

C引を起情収き・教続集報青きしセし、、ンセ教、タシキ職ースュ員テ咋学ム生ィ整閲に●注連を意情実喚骰

し情報センター 5霰ンタ IO引情き続穀きセ、ンセタキーュリティ関連情報

＇ 

セキュリティ対策 セキュリティ対策

のる必方屡法がとスあマるー。トフォンの注意●
引を起施収き．・教続集育きしし、、セ教、シキ●スュ員テリ学ムテ生ィ藍関に●連注を情●夫穀喚 引をじ施収き．・教紐集育きしし、、セ教、シキ●スュ●テリ学ムテ生ィ整関に●注連を慣意実喚• を起収・教集育しし●、シ職ス員テ学ム生整に備注を意実喚

籠． 施．

11 
21 

安全衛生管理 安全街生管理 ／ ／  ／ ／ 〇●●調衛場鯰査巡断生、検委視を討実や員を施ス会実トしレ篇．ス委．チ必員ェ嬰会ッににクお応、● いじてて0 を識・●ス●目がト●的レ上巡スとがチし視ったェをた●ッ●．ク●次統の会年す集の度る団開こ、分と職●で祈場を職結巡計場果画●環に計U境お画いの、て改職」善場いに巡場関視環すチ境るェ改意ッ善ク 〇引チ員ェ衛き会ッ続で生クき結●●、●果●●康の●場調・巡診査視断、やを検実ス討ト施をレし実ス、委 さ引チ員ェ面き会ッ続生でクき結委、、鍵果員●康の会場●・巡診査視断、やを検実ス討ト施をレし実ス、委 〇チ引員ェ衛き会ッ続で生クき結委、、●果員●康の会●謂・巡診査●断、やを検実ス討ト施をレし実ス、委 戸チ員ェ会ッでク結、・●果:●のt調●巡む査視●、や9検冥ス討ル蒻をし実ス、● 
内容を見直し改善していく。 リストの見直し“9£只と考えられる． 施｀必要に応じて改善する． 施＊必要に応じて改善する． 施、必要に応じて改善する． 施、必要に応じて改善する．

14 


